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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相対向する長方形状の第１及び第２の主面と、前記第１及び第２の主面間を連結するよ
うに伸びている相対向する第１及び第２の側面と、前記第１及び第２の主面間を連結する
ように伸びている相対向する第３及び第４の側面とをその外表面として有し、且つ誘電特
性を有するコンデンサ素体と、
　前記コンデンサ素体内に配置された第１の数の信号用内部電極及び第２の数の接地用内
部電極と、
　前記コンデンサ素体の前記外表面に配置された第１及び第２の信号用端子電極並びに接
地用端子電極と、を備えており、
　前記各信号用内部電極は、信号用主電極部と、前記信号用主電極部から前記コンデンサ
素体の前記外表面に引き出されるように伸びて前記第１の信号用端子電極に接続される第
１の信号用引き出し電極部と、前記信号用主電極部から前記コンデンサ素体の前記外表面
に引き出されるように伸びて前記第２の信号用端子電極に接続される第２の信号用引き出
し電極部とを有し、
　前記各接地用内部電極は、接地用主電極部と、前記接地用主電極部から前記コンデンサ
素体の前記外表面に引き出されるように伸びて前記接地用端子電極に接続される接地用引
き出し電極部とを有し、
　前記第１の数の信号用内部電極の少なくとも１つの信号用内部電極の信号用主電極部は
、前記コンデンサ素体の一部である第１の誘電領域を間に挟んで前記第２の数の接地用内
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部電極の少なくとも１つの接地用内部電極の接地用主電極部と対向する領域を有し、
　前記第１の数の信号用内部電極の少なくとも１つの信号用内部電極の信号用主電極部は
、前記コンデンサ素体の一部である第２の誘電領域を間に挟んで他の信号用内部電極の信
号用主電極部と対向する領域を有し、
　前記第１の数は、前記第２の数より大きく、
　前記各接地用内部電極は、前記第１の主面と前記第２の主面との対向方向で互いに離れ
て配置されており、
　前記第１の数の信号用内部電極は、前記第２の数の接地用内部電極のうち最も前記第１
の主面側に配置された接地用内部電極と前記第１の主面との間と、前記第２の数の接地用
内部電極のうち最も前記第２の主面側に配置された接地用内部電極と前記第２の主面との
間と、最も前記第１の主面側に配置された前記接地用内部電極と最も前記第２の主面側に
配置された前記接地用内部電極との間と、に配置されており、
　最も前記第１の主面側に配置された前記接地用内部電極と最も前記第２の主面側に配置
された前記接地用内部電極との間に配置された前記信号用内部電極には、前記接地用内部
電極と対向しない前記信号用内部電極が含まれており、
　最も前記第１の主面側に配置された前記接地用内部電極と前記第１の主面との間に配置
された前記信号用内部電極は、最も前記第１の主面側に配置された前記接地用内部電極と
の間に、静電容量成分を実質的に生じさせる領域を有し、
　最も前記第２の主面側に配置された前記接地用内部電極と前記第２の主面との間に配置
された前記信号用内部電極は、最も前記第２の主面側に配置された前記接地用内部電極と
の間に、静電容量成分を実質的に生じさせる領域を有し、
　最も前記第１の主面側に配置された前記接地用内部電極と前記第１の主面との間に配置
された前記信号用内部電極の前記静電容量成分を実質的に生じさせる領域は、前記第１の
主面と前記第２の主面との対向方向での長さが、前記第１の主面と前記第２の主面との対
向方向での前記第２の誘電領域の長さよりも長く、
　最も前記第２の主面側に配置された前記接地用内部電極と前記第２の主面との間に配置
された前記信号用内部電極の前記静電容量成分を実質的に生じさせる領域は、前記第１の
主面と前記第２の主面との対向方向での長さが、前記第１の主面と前記第２の主面との対
向方向での前記第２の誘電領域の長さよりも長く、
　最も前記第１の主面側に配置された前記接地用内部電極と前記第１の主面との間に配置
された前記信号用内部電極の数と、最も前記第２の主面側に配置された前記接地用内部電
極と前記第２の主面との間に配置された前記信号用内部電極の数とは、それぞれ１である
と共に、最も前記第１の主面側に配置された前記接地用内部電極と最も前記第２の主面側
に配置された前記接地用内部電極との間に配置された前記信号用内部電極の数よりもそれ
ぞれ少ないことを特徴とする貫通型積層コンデンサ。
【請求項２】
　前記各接地用内部電極は、前記第１及び第２の主面の対向方向で見て、前記コンデンサ
素体の前記第１及び第２の主面が対向する距離の前記第１の主面から４分の１の距離まで
の領域内又は前記第１及び第２の主面が対向する距離の前記第２の主面から４分の１の距
離までの領域内に配置されていることを特徴とする請求項１記載の貫通型積層コンデンサ
。
【請求項３】
　前記第１の誘電領域の前記第１及び第２の主面の対向方向での長さが、前記第２の誘電
領域の前記第１及び第２の主面の対向方向での長さよりも長いことを特徴とする請求項１
又は２記載の貫通型積層コンデンサ。
【請求項４】
　前記第１及び第２の信号用端子電極はそれぞれ、前記第１又は第２の側面に配置されて
おり、
　前記各信号用内部電極の前記第１の信号用引き出し電極部は、前記第１の信号用端子電
極が配置された前記第１又は第２の側面に引き出されるように伸び、



(3) JP 4924490 B2 2012.4.25

10

20

30

40

50

　前記各信号用内部電極の前記第２の信号用引き出し電極部は、前記第２の信号用端子電
極が配置された前記第１又は第２の側面に引き出されるように伸びていることを特徴とす
る請求項１～３の何れか一項記載の貫通型積層コンデンサ。
【請求項５】
　前記各信号用内部電極において、前記第３及び第４の側面の対向方向での前記信号用主
電極部の幅と前記第３及び第４の側面の対向方向での前記第１の信号用引き出し電極部の
幅と前記第３及び第４の側面の対向方向での前記第２の信号用引き出し電極部の幅とが同
じであることを特徴とする請求項４記載の貫通型積層コンデンサ。
【請求項６】
　前記各信号用内部電極において、前記第３及び第４の側面の対向方向での前記信号用主
電極部の幅は、前記第３及び第４の側面の対向方向での前記第１の信号用引き出し電極部
の幅並びに前記第３及び第４の側面の対向方向での前記第２の信号用引き出し電極部の幅
の何れよりも広いことを特徴とする請求項４記載の貫通型積層コンデンサ。
【請求項７】
　前記第３及び第４の側面の対向方向での前記信号用主電極部の幅は、前記第３及び第４
の側面の対向方向での前記接地用主電極部の幅より広いことを特徴とする請求項４～６の
何れか一項記載の貫通型積層コンデンサ。
【請求項８】
　前記接地用端子電極は、前記第３又は第４の側面に配置されており、
　前記接地用内部電極の前記接地用引き出し電極部は、前記接地用端子電極が配置された
前記第３又は第４の側面に引き出されるように伸び、
　前記第１及び第２の側面の対向方向での前記接地用引き出し電極部の幅は、前記第３及
び第４の側面の対向方向での前記第１の信号用引き出し電極部の幅並びに前記第３及び第
４の側面の対向方向での前記第２の信号用引き出し電極部の幅の何れよりも広いことを特
徴とする請求項４～７の何れか一項記載の貫通型積層コンデンサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、貫通型積層コンデンサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　貫通型積層コンデンサとして、誘電体層と信号用内部電極及び接地用内部電極とが交互
に積層されたコンデンサ素体と、当該コンデンサ素体に形成された信号用端子電極及び接
地用端子電極とを備えたものが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平０１－２０６６１５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、静電容量が大きくなることを抑制しつつ、直流抵抗が大きくなることを抑制
することが可能な貫通型積層コンデンサを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　ところで、一般的な貫通型積層コンデンサにあっては、直流抵抗が大きくなるとコンデ
ンサから発生する熱が大きくなってしまう。そこで、本発明者らは、直流抵抗が大きくな
ることを抑制すべく、鋭意検討した結果、信号用内部電極の数を多くすることで貫通型積
層コンデンサの直流抵抗を小さくすることが可能となるという事実を見出すに至った。
【０００５】
　しかしながら、信号用内部電極の数が多くなるようにコンデンサ素体内に配置される内
部電極の数を増やすと、貫通型積層コンデンサの静電容量が大きくなってしまう。貫通型
積層コンデンサの静電容量が大きくなると、高周波数化に対応することが難しくなってし
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まう。
【０００６】
　そこで、本発明者らはさらに、静電容量の抑制と直流抵抗の抑制との双方の要求を満た
し得る貫通型積層コンデンサについて鋭意研究を行った。その結果、本発明者等は、信号
用内部電極の数を多くするとともに、信号用内部電極同士を対向させることで、静電容量
及び直流抵抗の双方が抑制されるとの新たな事実を見出すに至った。
【０００７】
　かかる研究結果を踏まえ、本発明に係る貫通型積層コンデンサは、相対向する長方形状
の第１及び第２の主面と、第１及び第２の主面間を連結するように伸びている相対向する
第１及び第２の側面と、第１及び第２の主面間を連結するように伸びている相対向する第
３及び第４の側面とをその外表面として有し、且つ誘電特性を有するコンデンサ素体と、
コンデンサ素体内に配置された第１の数の信号用内部電極及び第２の数の接地用内部電極
と、コンデンサ素体の外表面に配置された第１及び第２の信号用端子電極並びに接地用端
子電極と、を備えており、各信号用内部電極は、信号用主電極部と、信号用主電極部から
コンデンサ素体の外表面に引き出されるように伸びて第１の信号用端子電極に接続される
第１の信号用引き出し電極部と、信号用主電極部からコンデンサ素体の外表面に引き出さ
れるように伸びて第２の信号用端子電極に接続される第２の信号用引き出し電極部とを有
し、各接地用内部電極は、接地用主電極部と、接地用主電極部からコンデンサ素体の外表
面に引き出されるように伸びて接地用端子電極に接続される接地用引き出し電極部とを有
し、第１の数の信号用内部電極の少なくとも１つの信号用内部電極の信号用主電極部は、
コンデンサ素体の一部である第１の誘電領域を間に挟んで第２の数の接地用内部電極の少
なくとも１つの接地用内部電極の接地用主電極部と対向する領域を有し、第１の数の信号
用内部電極の少なくとも１つの信号用内部電極の信号用主電極部は、コンデンサ素体の一
部である第２の誘電領域を間に挟んで他の信号用内部電極の信号用主電極部と対向する領
域を有し、第１の数は、第２の数より大きいことを特徴とする。
【０００８】
　この貫通型積層コンデンサでは、信号用内部電極の数（第１の数）が接地用内部電極の
数（第２の数）より大きい。よって、この貫通型積層コンデンサでは直流抵抗が大きくな
ることを抑制することが可能となる。また、信号用内部電極の少なくとも１つの信号用内
部電極の信号用主電極部が、コンデンサ素体の第２の誘電領域を間に挟んで他の信号用内
部電極の信号用主電極部と対向する領域を有している。そのため、この貫通型積層コンデ
ンサでは、信号用内部電極の数（第１の数）を大きくしても、静電容量が大きくなること
を抑制することが可能となる。
【０００９】
　各接地用内部電極は、第１及び第２の主面の対向方向で見て、コンデンサ素体の第１及
び第２の主面が対向する距離の第１の主面から４分の１の距離までの領域内又は第１及び
第２の主面が対向する距離の第２の主面から４分の１の距離までの領域内に配置されてい
ることが好ましい。また、各接地用内部電極は、第１及び第２の主面の対向方向で見て、
第１の数の信号用内部電極の何れよりも第１の主面側又は第２の主面側に配置されている
ことが好ましい。
【００１０】
　これらの場合、接地用内部電極がコンデンサ素体の外表面に近い位置に配置されるため
、バレル研磨を施してコンデンサ素体を製造した場合、接地用内部電極がコンデンサ素体
の外表面に引き出されやすくなる。上記貫通型積層コンデンサでは、接地用内部電極の数
が信号用内部電極に比べて少ないため、接地用内部電極が容易に且つ確実に接地用端子電
極に接続されていることが好ましい。
【００１１】
　第１の誘電領域の第１及び第２の主面の対向方向での長さが、第２の誘電領域の第１及
び第２の主面の対向方向での長さよりも長いことが好ましい。この場合、信号用内部電極
と接地用内部電極との間の距離が、信号用内部電極間の距離よりも長くなるため、接地用
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内部電極がコンデンサ素体の外側に配置されやすくなる。接地用内部電極がコンデンサ素
体の外側に配置されることにより、接地用内部電極が接地用端子電極に容易に且つ確実に
接続されやすくなる。
【００１２】
　第１及び第２の信号用端子電極はそれぞれ、第１又は第２の側面に配置されており、各
信号用内部電極の第１の信号用引き出し電極部は、第１の信号用端子電極が配置された第
１又は第２の側面に引き出されるように伸び、各信号用内部電極の第２の信号用引き出し
電極部は、第２の信号用端子電極が配置された第１又は第２の側面に引き出されるように
伸びていてもよい。この場合、信号の入出力端子である第１及び第２の信号用端子電極に
接続される基板上のランドパターンを形成しやすくなる。
【００１３】
　各信号用内部電極において、第３及び第４の側面の対向方向での信号用主電極部の幅と
第３及び第４の側面の対向方向での第１の信号用引き出し電極部の幅と第３及び第４の側
面の対向方向での第２の信号用引き出し電極部の幅とが同じであることが好ましい。この
場合、信号用内部電極と信号用端子電極との間の接続をより確実に実現することが可能と
なる。
【００１４】
　各信号用内部電極において、第３及び第４の側面の対向方向での信号用主電極部の幅は
、第３及び第４の側面の対向方向での第１の信号用引き出し電極部の幅並びに第３及び第
４の側面の対向方向での第２の信号用引き出し電極部の幅の何れよりも広いことが好まし
い。この場合、第１及び第２の信号用端子電極の幅を狭くすることができる。その結果、
コンデンサ素体の外表面上において、信号用端子電極と接地用端子電極との間で短絡が発
生することが抑制される。
【００１５】
　第３及び第４の側面の対向方向での信号用主電極部の幅は、第３及び第４の側面の対向
方向での接地用主電極部の幅より広いことが好ましい。このように、信号用主電極部の幅
を広くすることで、この貫通型積層コンデンサの直流抵抗が大きくなることが抑制される
。また、信号用主電極部の幅を広くすることで、この貫通型積層コンデンサでは、信号用
主電極部と接地用主電極部との間で形成される静電容量が信号用主電極部ではなく接地用
主電極部の大きさによって規定されることとなる。そのため、信号用内部電極及び接地用
内部電極が所望の位置からずれて配置された場合であっても、それらの間で形成される静
電容量は接地用主電極部の大きさで結局決まるため、所望の値からずれることが抑制され
る。その結果、貫通型積層コンデンサ間での静電容量のばらつきが抑制される。
【００１６】
　接地用端子電極は、第３又は第４の側面に配置されており、接地用内部電極の接地用引
き出し電極部は、接地用端子電極が配置された第３又は第４の側面に引き出されるように
伸び、第１及び第２の側面の対向方向での接地用引き出し電極部の幅は、第３及び第４の
側面の対向方向での第１の信号用引き出し電極部の幅並びに第３及び第４の側面の対向方
向での第２の信号用引き出し電極部の幅の何れよりも広いことが好ましい。この場合、等
価直列インダクタンス（ＥＳＬ）の値を低減することが可能となる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、静電容量が大きくなることを抑制しつつ、直流抵抗が大きくなること
を抑制することが可能な貫通型積層コンデンサを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、添付図面を参照して、好適な実施形態について詳細に説明する。なお、説明にお
いて、同一要素又は同一機能を有する要素には、同一符号を用いることとし、重複する説
明は省略する。
（第１実施形態）
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【００１９】
　図１～図４に基づいて、第１実施形態に係る貫通型積層コンデンサの構成について説明
する。図１は、本実施形態に係る貫通型積層コンデンサの斜視図である。図２は、図１に
示した貫通型積層コンデンサのII－II矢印断面図である。図３は、図１に示した貫通型積
層コンデンサのIII－III矢印断面図である。図４は、第１実施形態に係る貫通型積層コン
デンサに含まれるコンデンサ素体の分解斜視図である。
【００２０】
　図１に示すように、貫通型積層コンデンサＣ１は、誘電特性を有するコンデンサ素体Ｌ
１と、コンデンサ素体Ｌ１の外表面に配置された第１及び第２の信号用端子電極１、２並
びに第１及び第２の接地用端子電極３、４とを備えている。
【００２１】
　コンデンサ素体Ｌ１は、図１に示されるように、直方体状であり、その外表面として、
相対向する長方形状の第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂと、第１及び第２の主面間を連
結するように第１及び第２の主面の短辺方向に伸びている相対向する第１及び第２の側面
Ｌ１ｃ、Ｌ１ｄと、第１及び第２の主面間を連結するように第１及び第２の主面の長辺方
向に伸びている相対向する第３及び第４の側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆとを有する。
【００２２】
　第１の信号用端子電極１は、コンデンサ素体Ｌ１の第１の側面Ｌ１ｃに配置されている
。第１の信号用端子電極１は、第１の側面Ｌ１ｃ全面を覆うように、第１及び第２の主面
Ｌ１ａ、Ｌ１ｂ並びに第３及び第４の側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆの端部（第１の側面Ｌ１ｃ側の
端部）に亘って形成されている。第２の信号用端子電極２は、コンデンサ素体Ｌ１の第２
の側面Ｌ１ｄに配置されている。第２の信号用端子電極２は、第２の側面Ｌ１ｄ全面を覆
うように、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂ並びに第３及び第４の側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆ
の端部（第２の側面Ｌ１ｄ側の端部）に亘って形成されている。
【００２３】
　第１の信号用端子電極１と第２の信号用端子電極２とは、第１の側面Ｌ１ｃと第２の側
面Ｌ１ｄとが対向する方向で対向する。
【００２４】
　第１の接地用端子電極３は、コンデンサ素体Ｌ１の第３の側面Ｌ１ｅ上に配置されてい
る。第１の接地用端子電極３は、第３の側面Ｌ１ｅの第１及び第２の側面Ｌ１ｃ、Ｌ１ｄ
の対向方向の略中央の一部を、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向に沿って横
断するように覆っている。第１の接地用端子電極３はさらに、第１及び第２の主面Ｌ１ａ
、Ｌ１ｂの第３の側面Ｌ１ｅ側の端部の一部も覆う。
【００２５】
　第２の接地用端子電極４は、コンデンサ素体Ｌ１の第４の側面Ｌ１ｆ上に配置されてい
る。第２の接地用端子電極４は、第４の側面Ｌ１ｆの第１及び第２の側面Ｌ１ｃ、Ｌ１ｄ
の対向方向の略中央の一部を、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向に沿って横
断するように覆っている。第２の接地用端子電極４はさらに、第１及び第２の主面Ｌ１ａ
、Ｌ１ｂの第４の側面Ｌ１ｆ側の端部の一部も覆う。
【００２６】
　第１の接地用端子電極３と第２の接地用端子電極４とは、第３の側面Ｌ１ｅと第４の側
面Ｌ１ｆとが対向する方向で対向する。
【００２７】
　第１及び第２の信号用端子電極１、２並びに第１及び第２の接地用端子電極３、４は、
例えば導電性金属粉末及びガラスフリットを含む導電性ペーストをコンデンサ素体の外表
面の付与し、焼き付けることによって形成される。必要に応じて、焼き付けられた端子電
極の上にめっき層が形成されることもある。これらの第１及び第２の信号用端子電極１、
２並びに第１及び第２の接地用端子電極３、４は、コンデンサ素体Ｌ１の表面上において
は互いに電気的に絶縁されて形成されている。
【００２８】
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　貫通型積層コンデンサＣ１では、第１の主面Ｌ１ａ又は第２の主面Ｌ１ｂを、他の部品
（例えば、回路基板や電子部品等）に対する実装面として回路基板等に実装することが好
ましい。例えば、コンデンサ素体Ｌ１の第２の主面Ｌ１ｂが回路基板と対向するように貫
通型積層コンデンサＣ１を実装する場合、第１及び第２の信号用端子電極１，２を基板上
に形成され、信号配線に接続されたランド電極に接続し、第３及び第４の接地用端子電極
３、４を基板上に形成され、グランド配線に接続されたグランド電極に接続する。
【００２９】
　コンデンサ素体Ｌ１は、図２～図４に示されるように、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ
１ｂの対向方向に積層された複数（本実施形態では、１０層）の誘電体層１０～１９を有
する。各誘電体層１０～１９は、例えば誘電体セラミック（ＢａＴｉＯ３系、Ｂａ(Ｔｉ
，Ｚｒ)Ｏ３系、又は（Ｂａ，Ｃａ）ＴｉＯ３系等の誘電体セラミック）を含むセラミッ
クグリーンシートの焼結体から構成される。なお、実際のコンデンサ素体Ｌ１では、誘電
体層１０～１９の間の境界が視認できない程度に一体化されている。
【００３０】
　誘電体層１３～１６は、図２～図４に示されているように、誘電体層１０～１２、１７
～１９に比べて第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向での厚さが厚い。各誘電体
層１０～１９は、１枚のセラミックグリーンシートの焼結体から構成されていても、ある
いは複数枚のセラミックグリーンシートの焼結体から構成されていてもよい。したがって
、誘電体層１３～１６は、積層数の点で多いセラミックグリーンシートの焼結体から構成
されることで誘電体層１０～１２、１７～１９に比べて厚さが厚くなっていてもよく、あ
るいは厚さの大きい１枚のセラミックグリーンシートの焼結体から構成されることで誘電
体層１０～１２、１７～１９に比べて厚さが厚くなっていてもよい。
【００３１】
　コンデンサ素体Ｌ１には、第１の数（本実施形態では７層）の信号用内部電極３０～３
６及び第２の数（本実施形態では２層）の接地用内部電極２０、２１が配置されている。
信号用内部電極３０～３６の数である第１の数は、接地用内部電極２０、２１の数である
第２の数より大きい。
【００３２】
　各信号用内部電極３０～３６は、信号用主電極部３０ａ～３６ａと、信号用主電極部３
０ａ～３６ａからコンデンサ素体Ｌ１の第１の側面Ｌ１ｃに引き出されるように伸びる第
１の信号用引き出し電極部３０ｂ～３６ｂと、信号用主電極部３０ａ～３６ａからコンデ
ンサ素体Ｌ１の第２の側面Ｌ１ｄに引き出されるように伸びる第２の信号用引き出し電極
部３０ｃ～３６ｃとを有する。信号用主電極部３０ａ～３６ａ、第１の信号用引き出し電
極部３０ｂ～３６ｂ、及び第２の信号用引き出し電極部３０ｃ～３６ｃは、一体的に形成
されている。
【００３３】
　信号用主電極部３０ａ～３６ａは、第１及び第２の側面Ｌ１ｃ、Ｌ１ｄの対向方向を長
辺方向とし、第３及び第４の側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆの対向方向を短辺方向とする矩形状を呈
する。
【００３４】
　第１の信号用引き出し電極部３０ｂ～３６ｂは、信号用主電極部３０ａ～３６ａの第１
の側面Ｌ１ｃ側の端部ら伸びている。第１の信号用引き出し電極部３０ｂ～３６ｂは、信
号用主電極部３０ａ～３６ａと第３及び第４の側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆの対向方向での幅が同
じである。第１の信号用引き出し電極部３０ｂ～３６ｂは、その端が第１の側面Ｌ１ｃに
露出し、当該露出した端部で第１の信号用端子電極１に接続される。
【００３５】
　第２の信号用引き出し電極部３０ｃ～３６ｃは、信号用主電極部３０ａ～３６ａの第２
の側面Ｌ１ｄ側の端部ら伸びている。第２の信号用引き出し電極部３０ｃ～３６ｃは、信
号用主電極部３０ａ～３６ａと第３及び第４の側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆの対向方向での幅が同
じである。第２の信号用引き出し電極部３０ｃ～３６ｃは、その端が第２の側面Ｌ１ｄに
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露出し、当該露出した端部で第２の信号用端子電極２に接続される。
【００３６】
　第１の信号用端子電極１は、第１の信号用引き出し電極部３０ｂ～３６ｂの第１の側面
Ｌ１ｃに露出した部分をすべて覆うように形成されており、第１の信号用引き出し電極部
３０ｂ～３６ｂは、第１の信号用端子電極１に物理的且つ電気的に接続される。これによ
り、信号用内部電極３０～３６は、第１の信号用端子電極１に接続されることとなる。
【００３７】
　第２の信号用端子電極２は、第２の信号用引き出し電極部３０ｃ～３６ｃの第２の側面
Ｌ１ｄに露出した部分をすべて覆うように形成されており、第２の信号用引き出し電極部
３０ｃ～３６ｃは、第２の信号用端子電極２に物理的且つ電気的に接続される。これによ
り、信号用内部電極３０～３６は、第２の信号用端子電極２に接続されることとなる。
【００３８】
　各接地用内部電極２０、２１は、接地用主電極部２０ａ、２１ａと、接地用主電極部２
０ａ、２１ａからコンデンサ素体Ｌ１の第３の側面Ｌ１ｅに引き出されるように伸びる第
１の接地用引き出し電極部２０ｂ、２１ｂと、接地用主電極部２０ａ、２１ａからコンデ
ンサ素体Ｌ１の第４の側面Ｌ１ｆに引き出されるように伸びる第２の接地用引き出し電極
部２０ｃ、２１ｃとを有する。接地用主電極部２０ａ、２１ａ、第１の接地用引き出し電
極部２０ｂ、２１ｂ、及び第２の接地用引き出し電極部２０ｃ、２１ｃは、一体的に形成
されている。
【００３９】
　接地用主電極部２０ａ、２１ａは、第１及び第２の側面Ｌ１ｃ、Ｌ１ｄの対向方向を長
辺方向とし、第３及び第４の側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆの対向方向を短辺方向とする矩形状を呈
する。
【００４０】
　第１の接地用引き出し電極部２０ｂ、２１ｂは、接地用主電極部２０ａ、２１ａの第３
の側面Ｌ１ｅ側の端部である長辺の略中央から伸びている。第１の接地用引き出し電極部
２０ｂ、２１ｂは、接地用主電極部２０ａ、２１ａに比べて第１及び第２の側面Ｌ１ｃ、
Ｌ１ｄの対向方向での幅が小さい。第１の接地用引き出し電極部２０ｂ、２１ｂは、その
端が第３の側面Ｌ１ｅに露出し、当該露出した端部で第１の接地用端子電極３に接続され
る。
【００４１】
　第２の接地用引き出し電極部２０ｃ、２１ｃは、接地用主電極部２０ａ、２１ａの第４
の側面Ｌ１ｆ側の端部である長辺の略中央から伸びている。第２の接地用引き出し電極部
２０ｃ、２１ｃは、接地用主電極部２０ａ、２１ａに比べて第１及び第２の側面Ｌ１ｃ、
Ｌ１ｄの対向方向での幅が小さい。第２の接地用引き出し電極部２０ｃ、２１ｃは、その
端が第４の側面Ｌ１ｆに露出し、当該露出した端部で第２の接地用端子電極４に接続され
る。
【００４２】
　第１の接地用端子電極３は、第１の接地用引き出し電極部２０ｂ、２１ｂの第３の側面
Ｌ１ｅに露出した部分をすべて覆うように形成されており、第１の接地用引き出し電極部
２０ｂ、２１ｂは、第１の接地用端子電極３に物理的且つ電気的に接続される。これによ
り、接地用内部電極２０、２１は、第１の接地用端子電極３に接続されることとなる。
【００４３】
　第２の接地用端子電極４は、第２の接地用引き出し電極部２０ｃ、２１ｃの第４の側面
Ｌ１ｆに露出した部分をすべて覆うように形成されており、第２の接地用引き出し電極部
２０ｃ、２１ｃは、第２の接地用端子電極４に物理的且つ電気的に接続される。これによ
り、接地用内部電極２０、２１は、第２の接地用端子電極４に接続されることとなる。
【００４４】
　本実施形態では、信号用内部電極３０～３６及び接地用内部電極２０，２１は、第１及
び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向に沿って、信号用内部電極３３が略中央に位置し
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、接地用内部電極２０、２１がその両隣に位置し、接地用内部電極２０から第１の主面Ｌ
１ａに向かって信号用内部電極３２、３１、３０が配置され、接地用内部電極２１から第
２の主面Ｌ１ｂに向かって信号用内部電極３４、３５、３６が配置されている。
【００４５】
　信号用内部電極３２の信号用主電極部３２ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１３（第１の誘電領域）を間に挟んで、接地用内部電極２０の接地用主電極部２０ａ
と誘電体層１０～１９の積層方向（第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向）に互
いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極３２と、接地用内部電極２０
とは、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有して
いる。したがって、誘電体層１３のうち、信号用内部電極３２の信号用主電極部３２ａと
接地用内部電極２０の接地用主電極部２０ａとに重なる部分は、静電容量成分を実質的に
生じさせる領域である。
【００４６】
　信号用内部電極３３の信号用主電極部３３ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１４（第１の誘電領域）を間に挟んで、接地用内部電極２０の接地用主電極部２０ａ
と誘電体層１０～１９の積層方向に互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用
内部電極３３と、接地用内部電極２０とは、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方
向から見て互いに重なる領域を有している。したがって、誘電体層１４のうち、信号用内
部電極３３の信号用主電極部３３ａと接地用内部電極２０の接地用主電極部２０ａとに重
なる部分は、静電容量成分を実質的に生じさせる領域である。
【００４７】
　信号用内部電極３３の信号用主電極部３３ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１５（第１の誘電領域）を間に挟んで、接地用内部電極２１の接地用主電極部２１ａ
と誘電体層１０～１９の積層方向に互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用
内部電極３３と、接地用内部電極２１とは、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方
向から見て互いに重なる領域を有している。したがって、誘電体層１５のうち、信号用内
部電極３３の信号用主電極部３３ａと接地用内部電極２１の接地用主電極部２１ａとに重
なる部分は、静電容量成分を実質的に生じさせる領域である。
【００４８】
　信号用内部電極３４の信号用主電極部３４ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１６（第１の誘電領域）を間に挟んで、接地用内部電極２１の接地用主電極部２１ａ
と誘電体層１０～１９の積層方向に互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用
内部電極３４と、接地用内部電極２１とは、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方
向から見て互いに重なる領域を有している。したがって、誘電体層１６のうち、信号用内
部電極３４の信号用主電極部３４ａと接地用内部電極２１の接地用主電極部２１ａとに重
なる部分は、静電容量成分を実質的に生じさせる領域である。
【００４９】
　信号用内部電極３０の信号用主電極部３０ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１１（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極３１の信号用主電極部３１ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極３０、３１は、第１及び第
２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【００５０】
　信号用内部電極３１の信号用主電極部３１ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１２（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極３２の信号用主電極部３２ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極３１、３２は、第１及び第
２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【００５１】
　信号用内部電極３４の信号用主電極部３４ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１７（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極３５の信号用主電極部３５ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極３４、３５は、第１及び第
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２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【００５２】
　信号用内部電極３５の信号用主電極部３５ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１８（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極３６の信号用主電極部３６ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極３５、３６は、第１及び第
２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【００５３】
　図２及び図３から明らかなように、信号用内部電極と接地用内部電極との間に位置する
コンデンサ素体の一部である第１の誘電領域、すなわち誘電体層１３～１６の第１及び第
２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向での長さが、信号用内部電極同士の間に位置するコン
デンサ素体の一部である第２の誘電領域、すなわち誘電体層１１、１２、１７、１８の第
１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向での長さよりも長い。
【００５４】
　図４に示すように、第３及び第４の側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆの対向方向での接地用主電極部
２０ａ、２１ａの幅をｄ１とし、第３及び第４の側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆの対向方向での信号
用主電極部３０ａ～３６ａの幅をｄ２とすると、本実施形態ではｄ１とｄ２は略同じであ
る。
【００５５】
　貫通型積層コンデンサＣ１では、信号用内部電極３０～３６の数（第１の数）が７層で
あり、接地用内部電極２０、２１の数（第２の数）が２層である。すなわち、第１の数の
方が第２の数より大きい。よって、貫通型積層コンデンサＣ１では、直流抵抗が大きくな
ることを抑制することが可能となる。
【００５６】
　また、貫通型積層コンデンサＣ１では、数が多い信号用内部電極３０～３６は、その一
部である信号用内部電極３０、３１、３５、３６の信号用主電極部３０ａ、３１ａ、３５
ａ、３６ａが、コンデンサ素体Ｌ１の第２の誘電領域である誘電体層１１、１２、１７、
１８を間に挟んでと対向する領域を有している。そのため、貫通型積層コンデンサＣ１で
は、直流抵抗が大きくなることを抑制すべく信号用内部電極の数を大きくしても、静電容
量が大きくなってしまうことを抑制することが可能となる。
【００５７】
　一般的な貫通型コンデンサでは、信号用内部電極及び接地用内部電極の何れか一方のみ
の数を多くし、さらに同種の内部電極同士を対向させるような配置は、静電容量の形成に
寄与しないため行わない。本実施形態に係る貫通型積層コンデンサＣ１では、通常の貫通
型積層コンデンサでは採用しない上述のような配置をあえて採ることによって、静電容量
が大きくなることを抑制しつつ、直流抵抗が大きくなることを抑制することを可能にして
いる。
【００５８】
　貫通型積層コンデンサＣ１では、誘電体層１３～１６の第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ
１ｂの対向方向での厚さ（長さ）が、誘電体層１１、１２、１７、１８の第１及び第２の
主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向での厚さ（長さ）よりも厚い（長い）。そのため、信号用
内部電極３２～３４と接地用内部電極２０、２１との間の距離が、信号用内部電極３０～
３２、３４～３６間の距離よりも長くなるため、接地用内部電極２０、２１がコンデンサ
素体Ｌ１の外側に配置されやすくなる。
【００５９】
　コンデンサ素体Ｌ１は、一般に、焼結後、端子電極を外表面に形成する前にバレル研磨
を行う。バレル研磨では、コンデンサ素体Ｌ１の外側ほど研磨が進み、側面に引き出され
るように伸びた引き出し電極部もより一層外表面に露出しやすくなる。そのため、接地用
内部電極２０、２１がコンデンサ素体Ｌ１の外側に配置されることにより、接地用内部電
極２０、２１は第１及び第２の接地用端子電極３、４に容易に且つ確実に接続されやすく
なる。
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【００６０】
　貫通型積層コンデンサＣ１では、信号用内部電極３０～３６において、第３及び第４の
側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆの対向方向での信号用主電極部３０ａ～３６ａの幅と第３及び第４の
側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆの対向方向での第１の信号用引き出し電極部３０ｂ～３６ｂの幅と第
３及び第４の側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆの対向方向での第２の信号用引き出し電極部３０ｃ～３
６ｃの幅とが同じである。そのため、信号用内部電極３０～３６と第１及び第２の信号用
端子電極１、２との間の接続をより確実に実現することが可能となる。
　このように、本実施形態に係る貫通型積層コンデンサＣ１は、相対向する長方形状の第
１及び第２の主面と、前記第１及び第２の主面間を連結するように伸びている相対向する
第１及び第２の側面と、前記第１及び第２の主面間を連結するように伸びている相対向す
る第３及び第４の側面とをその外表面として有し、且つ誘電特性を有するコンデンサ素体
と、複数の信号用内部電極を有し、前記コンデンサ素体内に配置された信号用内部電極群
と、前記コンデンサ素体内に配置された接地用内部電極と、前記コンデンサ素体の前記外
表面に配置された第１及び第２の信号用端子電極並びに接地用端子電極と、を備えており
、前記信号用内部電極群と前記接地用内部電極とは、前記第１及び第２の主面の対向方向
に沿って並置されており、前記各信号用内部電極は、信号用主電極部と、前記信号用主電
極部から前記コンデンサ素体の前記外表面に引き出されるように伸びて前記第１の信号用
端子電極に接続される第１の信号用引き出し電極部と、前記信号用主電極部から前記コン
デンサ素体の前記外表面に引き出されるように伸びて前記第２の信号用端子電極に接続さ
れる第２の信号用引き出し電極部とを有し、前記接地用内部電極は、接地用主電極部と、
前記接地用主電極部から前記コンデンサ素体の前記外表面に引き出されるように伸びて前
記接地用端子電極に接続される接地用引き出し電極部とを有し、前記複数の信号用内部電
極の少なくとも１つの信号用内部電極の信号用主電極部は、前記コンデンサ素体の一部を
間に挟んで前記接地用内部電極の前記接地用主電極部と対向する領域を有することを特徴
とする。
【００６１】
　ここで、図５に、本実施形態に係る貫通型積層コンデンサの変形例に含まれるコンデン
サ素体の分解斜視図を示す。図５に示すように、第３及び第４の側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆの対
向方向での信号用主電極部３０ａ～３６ａの幅ｄ２は、第３及び第４の側面Ｌ１ｅ、Ｌ１
ｆの対向方向での接地用主電極部２０、２１の幅ｄ１より広くてもよい。
【００６２】
　このように、信号用主電極部３０ａ～３６ａの幅を接地用主電極部２０ａ、２１ａに比
べて広くすることで、第１実施形態の変形例に係る貫通型積層コンデンサの直流抵抗が大
きくなることがさらに抑制される。
【００６３】
　また、信号用主電極部３０ａ～３６ａの幅を広くすることで、貫通型積層コンデンサＣ
１の変形例では、信号用主電極部３２ａ～３４ａと接地用主電極部２０ａ、２１ａとの間
で形成される静電容量が信号用主電極部３２ａ～３４ａではなく接地用主電極部２０ａ、
２１ａの大きさによって規定されることとなる。そのため、信号用内部電極３２～３４及
び接地用内部電極２０、２１が所望の位置からずれて配置された場合であっても、それら
の間で形成される静電容量は接地用主電極部２０ａ、２１ａの大きさで結局決まるため、
所望の値からずれることが抑制される。すなわち、信号用内部電極３２～３４及び接地用
内部電極２０、２１の間で積層ずれが起きた場合であっても、これらの間で形成される静
電容量に与える影響を抑制することが可能となる。その結果、第１実施形態の変形例に係
る貫通型積層コンデンサの静電容量のばらつきが抑制される。
（第２実施形態）
【００６４】
　図６～図８に基づいて、第２実施形態に係る貫通型積層コンデンサの構成について説明
する。図６は、図１に示した第１実施形態に係る貫通型積層コンデンサのII－II矢印断面
図に相当する、第２実施形態に係る貫通型積層コンデンサの断面図である。図７は、図１
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に示した第１実施形態に係る貫通型積層コンデンサのIII－III矢印断面図に相当する、第
２実施形態に係る貫通型積層コンデンサの断面図である。図８は、第２実施形態に係る貫
通型積層コンデンサに含まれるコンデンサ素体の分解斜視図である。
【００６５】
　第２実施形態に係る貫通型積層コンデンサＣ２は、コンデンサ素体Ｌ１内での接地用内
部電極２０、２１の配置の点で第１実施形態に係る貫通型積層コンデンサＣ１と相違する
。
【００６６】
　第２実施形態に係る貫通型積層コンデンサＣ２は、コンデンサ素体Ｌ１と、コンデンサ
素体Ｌ１の外表面に配置された第１及び第２の信号用端子電極１、２並びに第１及び第２
の接地用端子電極３、４とを備えている。第１及び第２の信号用端子電極１、２並びに第
１及び第２の接地用端子電極３、４は、図１に示した第１実施形態に係る貫通型積層コン
デンサＣ１と同じ配置でコンデンサ素体Ｌ１の外表面上に配置される。
【００６７】
　貫通型積層コンデンサＣ２では、第１の主面Ｌ１ａ又は第２の主面Ｌ１ｂを、他の部品
（例えば、回路基板や電子部品等）に対する実装面として回路基板等に実装することが好
ましい。
【００６８】
　コンデンサ素体Ｌ１は、図６～図８に示されるように、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ
１ｂの対向方向に積層された複数（本実施形態では、１０層）の誘電体層１０～１９を有
する。
【００６９】
　誘電体層１１、１２、１７、１８は、図６～図８に示されているように、誘電体層１０
、１３～１６、１９に比べて第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向での厚さが厚
い。各誘電体層１０～１９は、１枚のセラミックグリーンシートの焼結体から構成されて
いても、あるいは複数枚のセラミックグリーンシートの焼結体から構成されていてもよい
。
【００７０】
　貫通型積層コンデンサＣ２のコンデンサ素体Ｌ１には、第１の数（本実施形態では７層
）の信号用内部電極３０～３６及び第２の数（本実施形態では２層）の接地用内部電極２
０、２１が配置されている。信号用内部電極３０～３６の数である第１の数は、接地用内
部電極２０、２１の数である第２の数より大きい。
【００７１】
　本実施形態では、信号用内部電極３０～３６及び接地用内部電極２０，２１は、第１及
び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向に沿って、略中央に位置する信号用内部電極３３
から第１の主面Ｌ１ａに向かって、２層の信号用内部電極３２、３１、接地用内部電極２
０、信号用内部電極３０がこの順で配置されており、また信号用内部電極３３から第２の
主面Ｌ１ｂに向かって、２層の信号用内部電極３４、３５、接地用内部電極２１、信号用
内部電極３６がこの順で配置されている。
【００７２】
　貫通型積層コンデンサＣ２では、接地用内部電極２０は、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、
Ｌ１ｂの対向方向で見て、コンデンサ素体Ｌ１の第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂが対
向する距離ｈ１の第１の主面Ｌ１ａから４分の１の距離までの領域内に配置されている。
すなわち、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向で見て、第１の主面Ｌ１ａと接
地用内部電極２０との間の距離ｈ２は、コンデンサ素体Ｌ１の第１及び第２の主面Ｌ１ａ
、Ｌ１ｂが対向する距離ｈ１の４分の１より小さい。
【００７３】
　貫通型積層コンデンサＣ２では、接地用内部電極２１は、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、
Ｌ１ｂの対向方向で見て、コンデンサ素体Ｌ１の第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂが対
向する距離ｈ１の第２の主面Ｌ１ｂから４分の１の距離までの領域内に配置されている。
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すなわち、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向で見て、第２の主面Ｌ１ｂと接
地用内部電極２１との間の距離ｈ３は、コンデンサ素体Ｌ１の第１及び第２の主面Ｌ１ａ
、Ｌ１ｂが対向する距離ｈ１の４分の１より小さい。
【００７４】
　このように、貫通型積層コンデンサＣ２では、接地用内部電極２０、２１がコンデンサ
素体Ｌ１の外表面に近い位置に配置されている。
【００７５】
　信号用内部電極３０の信号用主電極部３０ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１１（第１の誘電領域）を間に挟んで、接地用内部電極２０の接地用主電極部２０ａ
と誘電体層１０～１９の積層方向（第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向）に互
いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極３０と、接地用内部電極２０
とは、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有して
いる。したがって、誘電体層１１のうち、信号用内部電極３０の信号用主電極部３０ａと
接地用内部電極２０の接地用主電極部２０ａとに重なる部分は、静電容量成分を実質的に
生じさせる領域である。
【００７６】
　信号用内部電極３１の信号用主電極部３１ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１２（第１の誘電領域）を間に挟んで、接地用内部電極２０の接地用主電極部２０ａ
と誘電体層１０～１９の積層方向に互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用
内部電極３１と、接地用内部電極２０とは、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方
向から見て互いに重なる領域を有している。したがって、誘電体層１２のうち、信号用内
部電極３１の信号用主電極部３１ａと接地用内部電極２０の接地用主電極部２０ａとに重
なる部分は、静電容量成分を実質的に生じさせる領域である。
【００７７】
　信号用内部電極３５の信号用主電極部３５ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１７（第１の誘電領域）を間に挟んで、接地用内部電極２１の接地用主電極部２１ａ
と誘電体層１０～１９の積層方向に互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用
内部電極３５と、接地用内部電極２１とは、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方
向から見て互いに重なる領域を有している。したがって、誘電体層１７のうち、信号用内
部電極３５の信号用主電極部３５ａと接地用内部電極２１の接地用主電極部２１ａとに重
なる部分は、静電容量成分を実質的に生じさせる領域である。
【００７８】
　信号用内部電極３６の信号用主電極部３６ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１８（第１の誘電領域）を間に挟んで、接地用内部電極２１の接地用主電極部２１ａ
と誘電体層１０～１９の積層方向に互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用
内部電極３６と、接地用内部電極２１とは、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方
向から見て互いに重なる領域を有している。したがって、誘電体層１８のうち、信号用内
部電極３６の信号用主電極部３６ａと接地用内部電極２１の接地用主電極部２１ａとに重
なる部分は、静電容量成分を実質的に生じさせる領域である。
【００７９】
　信号用内部電極３１の信号用主電極部３１ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１３（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極３２の信号用主電極部３２ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極３１、３２は、第１及び第
２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【００８０】
　信号用内部電極３２の信号用主電極部３２ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１４（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極３３の信号用主電極部３３ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極３２、３３は、第１及び第
２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【００８１】
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　信号用内部電極３３の信号用主電極部３３ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１５（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極３４の信号用主電極部３５ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極３３、３４は、第１及び第
２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【００８２】
　信号用内部電極３４の信号用主電極部３４ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１６（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極３５の信号用主電極部３５ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極３４、３５は、第１及び第
２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【００８３】
　図６及び図７から明らかなように、信号用内部電極と接地用内部電極との間に位置する
コンデンサ素体の一部である第１の誘電領域、すなわち誘電体層１１、１２、１７、１８
の第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向での長さが、信号用内部電極同士の間に
位置するコンデンサ素体の一部である第２の誘電領域、すなわち誘電体層１３～１６の第
１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向での長さよりも長い。
【００８４】
　図８に示すように、第３及び第４の側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆの対向方向での接地用主電極部
２０ａ、２１ａの幅をｄ１とし、第３及び第４の側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆの対向方向での信号
用主電極部３０ａ～３６ａの幅をｄ２とすると、本実施形態ではｄ１とｄ２は略同じであ
る。
【００８５】
　貫通型積層コンデンサＣ２では、信号用内部電極３０～３６の数（第１の数）が７層で
あり、接地用内部電極２０、２１の数（第２の数）が２層である。すなわち、第１の数の
方が第２の数より大きい。よって、貫通型積層コンデンサＣ２では、直流抵抗が大きくな
ることを抑制することが可能となる。
【００８６】
　また、貫通型積層コンデンサＣ２では、数が多い信号用内部電極３０～３６の一部であ
る信号用内部電極３１～３５の信号用主電極部３１ａ～３５ａが、誘電体層１３～１６を
間に挟んでと対向する領域を有している。そのため、貫通型積層コンデンサＣ２では、直
流抵抗が大きくなることを抑制すべく信号用内部電極の数を大きくしても、静電容量が大
きくなってしまうことを抑制することが可能となる。したがって、貫通型積層コンデンサ
Ｃ２では、静電容量が大きくなることを抑制しつつ、直流抵抗が大きくなることを抑制す
ることが可能である。
【００８７】
　貫通型積層コンデンサＣ２では、接地用内部電極２０、２１がコンデンサ素体Ｌ１の外
表面に近い位置に配置されている。そのため、例えば焼結後にバレル研磨を施して製造し
たコンデンサ素体Ｌ１では、接地用内部電極２０、２１がコンデンサ素体Ｌ１の外表面に
引き出されやすくなる。そのため、接地用内部電極２０、２１は、容易に且つ確実に第１
及び第２の接地用端子電極３、４に接続されてやすくなる。
【００８８】
　貫通型積層コンデンサＣ２では、接地用内部電極２０、２１の数が信号用内部電極３０
～３６に比べて少ない。そのため、特に接地用内部電極２０、２１が容易に且つ確実に接
地用端子電極３，４に接続されていることが好ましい。
【００８９】
　貫通型積層コンデンサＣ２では、誘電体層１１、１２、１７、１８の第１及び第２の主
面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向での厚さ（長さ）が、誘電体層１３～１６の第１及び第２の
主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向での厚さ（長さ）よりも厚い（長い）。そのため、信号用
内部電極３０、３１、３５、３６と接地用内部電極２０、２１との間の距離が、信号用内
部電極３１～３５間の距離よりも長くなるため、接地用内部電極２０、２１がコンデンサ
素体Ｌ１の外側に配置されやすくなる。その結果、接地用内部電極２０、２１は、容易に
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且つ確実に第１及び第２の接地用端子電極３、４に接続されてやすくなる。
【００９０】
　貫通型積層コンデンサＣ２では、信号用内部電極３０～３６において、第３及び第４の
側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆの対向方向での信号用主電極部３０ａ～３６ａの幅と第３及び第４の
側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆの対向方向での第１及び第２の信号用引き出し電極部３０ｂ～３６ｂ
、３０ｃ～３６ｃの幅とが同じである。そのため、信号用内部電極３０～３６と第１及び
第２の信号用端子電極１、２との間の接続をより確実に実現することが可能となる。
【００９１】
　ここで、図９に、本実施形態に係る貫通型積層コンデンサの変形例に含まれるコンデン
サ素体の分解斜視図を示す。図９に示すように、第３及び第４の側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆの対
向方向での信号用主電極部３０ａ～３６ａの幅ｄ２は、第３及び第４の側面Ｌ１ｅ、Ｌ１
ｆの対向方向での接地用主電極部２０、２１の幅ｄ１より広くてもよい。
【００９２】
　このように、信号用主電極部３０ａ～３６ａの幅を接地用主電極部２０ａ、２１ａに比
べて広くすることで、第２実施形態の変形例に係る貫通型積層コンデンサの直流抵抗が大
きくなることがさらに抑制される。
【００９３】
　また、信号用主電極部３０ａ～３６ａの幅を広くすることで、信号用内部電極３０、３
１、３５、３６及び接地用内部電極２０、２１の間で積層ずれが起きた場合であっても、
これらの間で形成される静電容量に与える影響を抑制することが可能となる。
（第３実施形態）
【００９４】
　図１０～図１２に基づいて、第３実施形態に係る貫通型積層コンデンサの構成について
説明する。図１０は、図１に示した第１実施形態に係る貫通型積層コンデンサのII－II矢
印断面図に相当する、第３実施形態に係る貫通型積層コンデンサの断面図である。図１１
は、図１に示した第１実施形態に係る貫通型積層コンデンサのIII－III矢印断面図に相当
する、第３実施形態に係る貫通型積層コンデンサの断面図である。図１２は、第３実施形
態に係る貫通型積層コンデンサに含まれるコンデンサ素体の分解斜視図である。
【００９５】
　第３実施形態に係る貫通型積層コンデンサＣ３は、コンデンサ素体Ｌ１内での接地用内
部電極２０、２１の配置の点で第１実施形態に係る貫通型積層コンデンサＣ１と相違する
。
【００９６】
　第３実施形態に係る貫通型積層コンデンサＣ３は、コンデンサ素体Ｌ１と、コンデンサ
素体Ｌ１の外表面に配置された第１及び第２の信号用端子電極１、２並びに第１及び第２
の接地用端子電極３、４とを備えている。第１及び第２の信号用端子電極１、２並びに第
１及び第２の接地用端子電極３、４は、図１に示した第１実施形態に係る貫通型積層コン
デンサＣ１と同じ配置でコンデンサ素体Ｌ１の外表面上に配置される。
【００９７】
　貫通型積層コンデンサＣ３では、第１の主面Ｌ１ａ又は第２の主面Ｌ１ｂを、他の部品
（例えば、回路基板や電子部品等）に対する実装面として回路基板等に実装することが好
ましい。
【００９８】
　コンデンサ素体Ｌ１は、図１０～図１２に示されるように、第１及び第２の主面Ｌ１ａ
、Ｌ１ｂの対向方向に積層された複数（本実施形態では、１０層）の誘電体層１０～１９
を有する。
【００９９】
　誘電体層１０、１１、１８、１９は、図１０～図１２に示されているように、誘電体層
１２～１７に比べて第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向での厚さが厚い。各誘
電体層１０～１９は、１枚のセラミックグリーンシートの焼結体から構成されていても、
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あるいは複数枚のセラミックグリーンシートの焼結体から構成されていてもよい。
【０１００】
　貫通型積層コンデンサＣ３のコンデンサ素体Ｌ１には、第１の数（本実施形態では７層
）の信号用内部電極３０～３６及び第２の数（本実施形態では２層）の接地用内部電極２
０、２１が配置されている。信号用内部電極３０～３６の数である第１の数は、接地用内
部電極２０、２１の数である第２の数より大きい。
【０１０１】
　本実施形態では、信号用内部電極３０～３６及び接地用内部電極２０，２１は、第１及
び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向に沿って、略中央に位置する信号用内部電極３３
から第１の主面Ｌ１ａに向かって、３層の信号用内部電極３２、３１、３０、接地用内部
電極２０がこの順で配置されており、また信号用内部電極３３から第２の主面Ｌ１ｂに向
かって、３層の信号用内部電極３４、３５、３６、接地用内部電極２１がこの順で配置さ
れている。
【０１０２】
　貫通型積層コンデンサＣ３では、接地用内部電極２０は、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、
Ｌ１ｂの対向方向で見て、第１の数の信号用内部電極３０～３６の何れよりも第１の主面
Ｌ１ａ側に配置されている。接地用内部電極２１は、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂ
の対向方向で見て、第１の数の信号用内部電極３０～３６の何れよりも第２の主面Ｌ１ｂ
側に配置されている。このように、貫通型積層コンデンサＣ３では、接地用内部電極２０
、２１がコンデンサ素体Ｌ１の外表面に近い位置に配置されている。
【０１０３】
　信号用内部電極３０の信号用主電極部３０ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１１（第１の誘電領域）を間に挟んで、接地用内部電極２０の接地用主電極部２０ａ
と誘電体層１０～１９の積層方向（第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向）に互
いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極３０と、接地用内部電極２０
とは、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有して
いる。したがって、誘電体層１１のうち、信号用内部電極３０の信号用主電極部３０ａと
接地用内部電極２０の接地用主電極部２０ａとに重なる部分は、静電容量成分を実質的に
生じさせる領域である。
【０１０４】
　信号用内部電極３６の信号用主電極部３６ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１８（第１の誘電領域）を間に挟んで、接地用内部電極２１の接地用主電極部２１ａ
と誘電体層１０～１９の積層方向に互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用
内部電極３６と、接地用内部電極２１とは、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方
向から見て互いに重なる領域を有している。したがって、誘電体層１８のうち、信号用内
部電極３６の信号用主電極部３６ａと接地用内部電極２１の接地用主電極部２１ａとに重
なる部分は、静電容量成分を実質的に生じさせる領域である。
【０１０５】
　信号用内部電極３０の信号用主電極部３０ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１２（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極３１の信号用主電極部３１ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極３０、３１は、第１及び第
２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【０１０６】
　信号用内部電極３１の信号用主電極部３１ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１３（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極３２の信号用主電極部３２ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極３１、３２は、第１及び第
２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【０１０７】
　信号用内部電極３２の信号用主電極部３２ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１４（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極３３の信号用主電極部３３ａと
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互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極３２、３３は、第１及び第
２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【０１０８】
　信号用内部電極３３の信号用主電極部３３ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１５（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極３４の信号用主電極部３４ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極３３、３４は、第１及び第
２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【０１０９】
　信号用内部電極３４の信号用主電極部３４ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１６（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極３５の信号用主電極部３５ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極３４、３５は、第１及び第
２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【０１１０】
　信号用内部電極３５の信号用主電極部３５ａは、コンデンサ素体Ｌ１の一部である誘電
体層１７（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極３６の信号用主電極部３６ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極３５、３６は、第１及び第
２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【０１１１】
　図１０及び図１１から明らかなように、信号用内部電極と接地用内部電極との間に位置
するコンデンサ素体の一部である第１の誘電領域、すなわち誘電体層１１、１８の第１及
び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向での長さが、信号用内部電極同士の間に位置する
コンデンサ素体の一部である第２の誘電領域、すなわち誘電体層１２～１７の第１及び第
２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂの対向方向での長さよりも長い。
【０１１２】
　図１２に示すように、第３及び第４の側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆの対向方向での接地用主電極
部２０ａ、２１ａの幅をｄ１とし、第３及び第４の側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆの対向方向での信
号用主電極部３０ａ～３６ａの幅をｄ２とすると、本実施形態ではｄ１とｄ２は略同じで
ある。
【０１１３】
　貫通型積層コンデンサＣ３では、信号用内部電極３０～３６の数（第１の数）が７層で
あり、接地用内部電極２０、２１の数（第２の数）が２層である。すなわち、第１の数の
方が第２の数より大きい。よって、貫通型積層コンデンサＣ３では、直流抵抗が大きくな
ることを抑制することが可能となる。
【０１１４】
　また、貫通型積層コンデンサＣ３では、数が多い信号用内部電極３０～３６の信号用主
電極部３０ａ～３６ａが、誘電体層１２～１７を間に挟んでと対向する領域を有している
。そのため、貫通型積層コンデンサＣ３では、直流抵抗が大きくなることを抑制すべく信
号用内部電極の数を大きくしても、静電容量が大きくなってしまうことを抑制することが
可能となる。したがって、貫通型積層コンデンサＣ３では、静電容量が大きくなることを
抑制しつつ、直流抵抗が大きくなることを抑制することが可能である。
【０１１５】
　貫通型積層コンデンサＣ３では、接地用内部電極２０、２１がコンデンサ素体Ｌ１の外
表面に近い位置に配置されている。そのため、例えば焼結後にバレル研磨を施して製造し
たコンデンサ素体Ｌ１では、接地用内部電極２０、２１がコンデンサ素体Ｌ１の外表面に
引き出されやすくなる。そのため、接地用内部電極２０、２１は、容易に且つ確実に第１
及び第２の接地用端子電極３、４に接続されてやすくなる。
【０１１６】
　貫通型積層コンデンサＣ３では、接地用内部電極２０、２１の数が信号用内部電極３０
～３６に比べて少ない。そのため、特に接地用内部電極２０、２１が容易に且つ確実に接
地用端子電極３，４に接続されていることが好ましい。



(18) JP 4924490 B2 2012.4.25

10

20

30

40

50

【０１１７】
　貫通型積層コンデンサＣ３では、誘電体層１１、１８の第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ
１ｂの対向方向での厚さ（長さ）が、誘電体層１２～１７の第１及び第２の主面Ｌ１ａ、
Ｌ１ｂの対向方向での厚さ（長さ）よりも厚い（長い）。そのため、信号用内部電極３０
、３６と接地用内部電極２０、２１との間の距離が、信号用内部電極３０～３６間の距離
よりも長くなるため、接地用内部電極２０、２１がコンデンサ素体Ｌ１の外側に配置され
やすくなる。その結果、接地用内部電極２０、２１は、容易に且つ確実に第１及び第２の
接地用端子電極３、４に接続されてやすくなる。
【０１１８】
　貫通型積層コンデンサＣ３では、信号用内部電極３０～３６において、第３及び第４の
側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆの対向方向での信号用主電極部３０ａ～３６ａの幅と第３及び第４の
側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆの対向方向での第１及び第２の信号用引き出し電極部３０ｂ～３６ｂ
、３０ｃ～３６ｃの幅とが同じである。そのため、信号用内部電極３０～３６と第１及び
第２の信号用端子電極１、２との間の接続をより確実に実現することが可能となる。
【０１１９】
　ここで、図１３に、本実施形態に係る貫通型積層コンデンサの変形例に含まれるコンデ
ンサ素体の分解斜視図を示す。図１３に示すように、第３及び第４の側面Ｌ１ｅ、Ｌ１ｆ
の対向方向での信号用主電極部３０ａ～３６ａの幅ｄ２は、第３及び第４の側面Ｌ１ｅ、
Ｌ１ｆの対向方向での接地用主電極部２０、２１の幅ｄ１より広くてもよい。
【０１２０】
　このように、信号用主電極部３０ａ～３６ａの幅を接地用主電極部２０ａ、２１ａに比
べて広くすることで、第３実施形態の変形例に係る貫通型積層コンデンサの直流抵抗が大
きくなることがさらに抑制される。
【０１２１】
　また、信号用主電極部３０ａ～３６ａの幅を広くすることで、信号用内部電極３０、３
６及び接地用内部電極２０、２１の間で積層ずれが起きた場合であっても、これらの間で
形成される静電容量に与える影響を抑制することが可能となる。
（第４実施形態）
【０１２２】
　図１４～図１７に基づいて、第４実施形態に係る貫通型積層コンデンサの構成について
説明する。図１４は、本実施形態に係る貫通型積層コンデンサの斜視図である。図１５は
、図１４に示した貫通型積層コンデンサのXV－XV矢印断面図である。図１６は、図１４に
示した貫通型積層コンデンサのXVI－XVI矢印断面図である。図１７は、第４実施形態に係
る貫通型積層コンデンサに含まれるコンデンサ素体の分解斜視図である。
【０１２３】
　図１４に示すように、貫通型積層コンデンサＣ４は、誘電特性を有するコンデンサ素体
Ｌ２と、コンデンサ素体Ｌ２の外表面に配置された第１及び第２の信号用端子電極１、２
並びに第１及び第２の接地用端子電極３、４とを備えている。
【０１２４】
　コンデンサ素体Ｌ２は、図１４に示されるように、直方体状であり、その外表面として
、相対向する長方形状の第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂと、第１及び第２の主面間を
連結するように第１及び第２の主面の短辺方向に伸びている相対向する第１及び第２の側
面Ｌ２ｃ、Ｌ２ｄと、第１及び第２の主面間を連結するように第１及び第２の主面の長辺
方向に伸びている相対向する第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆとを有する。
【０１２５】
　第１の信号用端子電極１は、コンデンサ素体Ｌ２の第１の側面Ｌ２ｃ上に配置されてい
る。第１の信号用端子電極１は、第１の側面Ｌ２ｃの第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆ
の対向方向の略中央の一部を、第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向に沿って横
断するように覆っている。第１の信号用端子電極１はさらに、第１及び第２の主面Ｌ２ａ
、Ｌ２ｂの第１の側面Ｌ２ｃ側の端部の一部も覆う。
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【０１２６】
　第２の信号用端子電極２は、コンデンサ素体Ｌ２の第２の側面Ｌ２ｄ上に配置されてい
る。第２の信号用端子電極２は、第２の側面Ｌ２ｄの第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆ
の対向方向の略中央の一部を、第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向に沿って横
断するように覆っている。第２の信号用端子電極２はさらに、第１及び第２の主面Ｌ２ａ
、Ｌ２ｂの第２の側面Ｌ２ｄ側の端部の一部も覆う。
【０１２７】
　第１の信号用端子電極１と第２の信号用端子電極２とは、第１の側面Ｌ２ｃと第２の側
面Ｌ２ｄとが対向する方向で対向する。
【０１２８】
　第１の接地用端子電極３は、コンデンサ素体Ｌ２の第３の側面Ｌ２ｅに配置されている
。第１の接地用端子電極３は、第３の側面Ｌ２ｅ全面を覆うように、第１及び第２の主面
Ｌ２ａ、Ｌ２ｂ並びに第１及び第２の側面Ｌ２ｃ、Ｌ２ｄの端部（第３の側面Ｌ２ｅ側の
端部）に亘って形成されている。第２の接地用端子電極４は、コンデンサ素体Ｌ２の第４
の側面Ｌ２ｆに配置されている。第２の接地用端子電極４は、第４の側面Ｌ２ｆ全面を覆
うように、第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂ並びに第１及び第２の側面Ｌ２ｃ、Ｌ２ｄ
の端部（第４の側面Ｌ２ｆ側の端部）に亘って形成されている。
【０１２９】
　第１の接地用端子電極３と第２の接地用端子電極４とは、第３の側面Ｌ２ｅと第４の側
面Ｌ２ｆとが対向する方向で対向する。
【０１３０】
　これらの第１及び第２の信号用端子電極１、２並びに第１及び第２の接地用端子電極３
、４は、コンデンサ素体Ｌ２の表面上においては互いに電気的に絶縁されて形成されてい
る。
【０１３１】
　貫通型積層コンデンサＣ４では、第１の主面Ｌ２ａ又は第２の主面Ｌ２ｂを、他の部品
（例えば、回路基板や電子部品等）に対する実装面として回路基板等に実装することが好
ましい。例えば、コンデンサ素体Ｌ２の第２の主面Ｌ２ｂが回路基板と対向するように貫
通型積層コンデンサＣ４を実装する場合、第１及び第２の信号用端子電極１，２を基板上
に形成され、信号配線に接続されたランド電極に接続し、第１及び第２の接地用端子電極
３、４を基板上に形成され、グランド配線に接続されたグランド電極に接続する。
【０１３２】
　コンデンサ素体Ｌ２は、図１５～図１７に示されるように、第１及び第２の主面Ｌ２ａ
、Ｌ２ｂの対向方向に積層された複数（本実施形態では、１０層）の誘電体層５０～５９
を有する。各誘電体層５０～５９は、例えば誘電体セラミック（ＢａＴｉＯ３系、Ｂａ(
Ｔｉ，Ｚｒ)Ｏ３系、又は（Ｂａ，Ｃａ）ＴｉＯ３系等の誘電体セラミック）を含むセラ
ミックグリーンシートの焼結体から構成される。なお、実際のコンデンサ素体Ｌ２では、
誘電体層５０～５９の間の境界が視認できない程度に一体化されている。
【０１３３】
　誘電体層５３～５６は、図１５～図１７に示されているように、誘電体層５０～５２、
５７～５９に比べて第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向での厚さが厚い。各誘
電体層５０～５９は、１枚のセラミックグリーンシートの焼結体から構成されていても、
あるいは複数枚のセラミックグリーンシートの焼結体から構成されていてもよい。したが
って、誘電体層５３～５６は、積層数の点で多いセラミックグリーンシートの焼結体から
構成されることで誘電体層５０～５２、５７～５９に比べて厚さが厚くなっていてもよく
、あるいは厚さの大きい１枚のセラミックグリーンシートの焼結体から構成されることで
誘電体層５０～５２、５７～５９に比べて厚さが厚くなっていてもよい。
【０１３４】
　コンデンサ素体Ｌ２には、第１の数（本実施形態では７層）の信号用内部電極７０～７
６及び第２の数（本実施形態では２層）の接地用内部電極６０、６１が配置されている。
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信号用内部電極７０～７６の数である第１の数は、接地用内部電極６０、６１の数である
第２の数より大きい。
【０１３５】
　各信号用内部電極７０～７６は、信号用主電極部７０ａ～７６ａと、信号用主電極部７
０ａ～７６ａからコンデンサ素体Ｌ２の第１の側面Ｌ２ｃに引き出されるように伸びる第
１の信号用引き出し電極部７０ｂ～７６ｂと、信号用主電極部７０ａ～７６ａからコンデ
ンサ素体Ｌ２の第２の側面Ｌ２ｄに引き出されるように伸びる第２の信号用引き出し電極
部７０ｃ～７６ｃとを有する。信号用主電極部７０ａ～７６ａ、第１の信号用引き出し電
極部７０ｂ～７６ｂ、及び第２の信号用引き出し電極部７０ｃ～７６ｃは、一体的に形成
されている。
【０１３６】
　信号用主電極部７０ａ～７６ａは、第１及び第２の側面Ｌ２ｃ、Ｌ２ｄの対向方向を長
辺方向とし、第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向を短辺方向とする矩形状を呈
する。
【０１３７】
　第１の信号用引き出し電極部７０ｂ～７６ｂは、信号用主電極部７０ａ～７６ａの第１
の側面Ｌ２ｃ側の端部である短辺の略中央から伸びている。第１の信号用引き出し電極部
７０ｂ～７６ｂは、信号用主電極部７０ａ～７６ａに比べて第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、
Ｌ２ｆの対向方向での幅が小さい。第１の信号用引き出し電極部７０ｂ～７６ｂは、その
端が第１の側面Ｌ２ｃに露出し、当該露出した端部で第１の信号用端子電極１に接続され
る。
【０１３８】
　第２の信号用引き出し電極部７０ｃ～７６ｃは、信号用主電極部７０ａ～７６ａの第２
の側面Ｌ２ｄ側の端部である短辺の略中央から伸びている。第２の信号用引き出し電極部
７０ｃ～７６ｃは、信号用主電極部７０ａ～７６ａに比べて第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、
Ｌ２ｆの対向方向での幅が小さい。第２の信号用引き出し電極部７０ｃ～７６ｃは、その
端が第２の側面Ｌ２ｄに露出し、当該露出した端部で第２の信号用端子電極２に接続され
る。
【０１３９】
　第１の信号用端子電極１は、第１の信号用引き出し電極部７０ｂ～７６ｂの第１の側面
Ｌ２ｃに露出した部分をすべて覆うように形成されており、第１の信号用引き出し電極部
７０ｂ～７６ｂは、第１の信号用端子電極１に物理的且つ電気的に接続される。これによ
り、信号用内部電極７０～７６は、第１の信号用端子電極１に接続されることとなる。
【０１４０】
　第２の信号用端子電極２は、第２の信号用引き出し電極部７０ｃ～７６ｃの第２の側面
Ｌ２ｄに露出した部分をすべて覆うように形成されており、第２の信号用引き出し電極部
７０ｃ～７６ｃは、第２の信号用端子電極２に物理的且つ電気的に接続される。これによ
り、信号用内部電極７０～７６は、第２の信号用端子電極２に接続されることとなる。
【０１４１】
　図１７に示されるように、第１及び第２の側面Ｌ２ｃ、Ｌ２ｄの対向方向での第１及び
第２の接地用引き出し電極部６０ｂ、６１ｂ、６０ｃ、６１ｃの幅ｄ３は、第３及び第４
の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での第１及び第２の信号用引き出し電極部７０ｂ～７６
ｂ、７０ｃ～７６ｃの幅ｄ４よりも広い。本実施形態に係る貫通型積層コンデンサＣ４で
は、第１の信号用引き出し電極部７０ｂ～７６ｂの幅並びに第２の信号用引き出し電極部
７０ｃ～７６ｃの幅は何れもｄ４であって、同じであるが、異なっていてもよい。
【０１４２】
　図１７に示されるように、信号用内部電極７０～７６において、第３及び第４の側面Ｌ
２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での信号用主電極部７０ａ～７６ａの幅ｄ２は、第３及び第４の
側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での第１の信号用引き出し電極部７０ｂ～７６ｂの幅ｄ４

並びに第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での第２の信号用引き出し電極部７
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０ｃ～７６ｃの幅ｄ４の何れよりも広い。
【０１４３】
　各接地用内部電極６０、６１は、接地用主電極部６０ａ、６１ａと、接地用主電極部６
０ａ、６１ａからコンデンサ素体Ｌ２の第３の側面Ｌ２ｅに引き出されるように伸びる第
１の接地用引き出し電極部６０ｂ、６１ｂと、接地用主電極部６０ａ、６１ａからコンデ
ンサ素体Ｌ２の第４の側面Ｌ２ｆに引き出されるように伸びる第２の接地用引き出し電極
部６０ｃ、６１ｃとを有する。接地用主電極部６０ａ、６１ａ、第１の接地用引き出し電
極部６０ｂ、６１ｂ、及び第２の接地用引き出し電極部６０ｃ、６１ｃは、一体的に形成
されている。
【０１４４】
　接地用主電極部６０ａ、６１ａは、第１及び第２の側面Ｌ２ｃ、Ｌ２ｄの対向方向を長
辺方向とし、第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向を短辺方向とする矩形状を呈
する。
【０１４５】
　第１の接地用引き出し電極部６０ｂ、６１ｂは、接地用主電極部６０ａ、６１ａの第３
の側面Ｌ２ｅ側の端部である長辺の略中央から伸びている。第１の接地用引き出し電極部
６０ｂ、６１ｂは、接地用主電極部６０ａ、６１ａに比べて第１及び第２の側面Ｌ２ｃ、
Ｌ２ｄの対向方向での幅が小さい。第１の接地用引き出し電極部６０ｂ、６１ｂは、その
端が第３の側面Ｌ２ｅに露出し、当該露出した端部で第１の接地用端子電極３に接続され
る。
【０１４６】
　第２の接地用引き出し電極部６０ｃ、６１ｃは、接地用主電極部６０ａ、６１ａの第４
の側面Ｌ２ｆ側の端部である長辺の略中央から伸びている。第２の接地用引き出し電極部
６０ｃ、６１ｃは、接地用主電極部６０ａ、６１ａに比べて第１及び第２の側面Ｌ２ｃ、
Ｌ２ｄの対向方向での幅が小さい。第２の接地用引き出し電極部６０ｃ、６１ｃは、その
端が第４の側面Ｌ２ｆに露出し、当該露出した端部で第２の接地用端子電極４に接続され
る。
【０１４７】
　第１の接地用端子電極３は、第１の接地用引き出し電極部６０ｂ、６１ｂの第３の側面
Ｌ２ｅに露出した部分をすべて覆うように形成されており、第１の接地用引き出し電極部
６０ｂ、６１ｂは、第１の接地用端子電極３に物理的且つ電気的に接続される。これによ
り、接地用内部電極６０、６１は、第１の接地用端子電極３に接続されることとなる。
【０１４８】
　第２の接地用端子電極４は、第２の接地用引き出し電極部６０ｃ、６１ｃの第４の側面
Ｌ２ｆに露出した部分をすべて覆うように形成されており、第２の接地用引き出し電極部
６０ｃ、６１ｃは、第２の接地用端子電極４に物理的且つ電気的に接続される。これによ
り、接地用内部電極６０、６１は、第２の接地用端子電極４に接続されることとなる。
【０１４９】
　本実施形態では、信号用内部電極７０～７６及び接地用内部電極６０，６１は、第１及
び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向に沿って、信号用内部電極７３が略中央に位置し
、接地用内部電極６０、６１がその両隣に位置し、接地用内部電極６０から第１の主面Ｌ
２ａに向かって信号用内部電極７２、７１、７０が配置され、接地用内部電極６１から第
２の主面Ｌ２ｂに向かって信号用内部電極７４、７５、７６が配置されている。
【０１５０】
　信号用内部電極７２の信号用主電極部７２ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５３（第１の誘電領域）を間に挟んで、接地用内部電極６０の接地用主電極部６０ａ
と誘電体層５０～５９の積層方向（第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向）に互
いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極７２と、接地用内部電極６０
とは、第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有して
いる。したがって、誘電体層５３のうち、信号用内部電極７２の信号用主電極部７２ａと



(22) JP 4924490 B2 2012.4.25

10

20

30

40

50

接地用内部電極６０の接地用主電極部６０ａとに重なる部分は、静電容量成分を実質的に
生じさせる領域である。
【０１５１】
　信号用内部電極７３の信号用主電極部７３ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５４（第１の誘電領域）を間に挟んで、接地用内部電極６０の接地用主電極部６０ａ
と誘電体層５０～５９の積層方向に互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用
内部電極７３と、接地用内部電極６０とは、第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方
向から見て互いに重なる領域を有している。したがって、誘電体層５４のうち、信号用内
部電極７３の信号用主電極部７３ａと接地用内部電極６０の接地用主電極部６０ａとに重
なる部分は、静電容量成分を実質的に生じさせる領域である。
【０１５２】
　信号用内部電極７３の信号用主電極部７３ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５５（第１の誘電領域）を間に挟んで、接地用内部電極６１の接地用主電極部６１ａ
と誘電体層５０～５９の積層方向に互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用
内部電極７３と、接地用内部電極６１とは、第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方
向から見て互いに重なる領域を有している。したがって、誘電体層５５のうち、信号用内
部電極７３の信号用主電極部７３ａと接地用内部電極６１の接地用主電極部６１ａとに重
なる部分は、静電容量成分を実質的に生じさせる領域である。
【０１５３】
　信号用内部電極７４の信号用主電極部７４ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５６（第１の誘電領域）を間に挟んで、接地用内部電極６１の接地用主電極部６１ａ
と誘電体層５０～５９の積層方向に互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用
内部電極７４と、接地用内部電極６１とは、第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方
向から見て互いに重なる領域を有している。したがって、誘電体層５６のうち、信号用内
部電極７４の信号用主電極部７４ａと接地用内部電極６１の接地用主電極部６１ａとに重
なる部分は、静電容量成分を実質的に生じさせる領域である。
【０１５４】
　信号用内部電極７０の信号用主電極部７０ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５１（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極７１の信号用主電極部７１ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極７０、７１は、第１及び第
２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【０１５５】
　信号用内部電極７１の信号用主電極部７１ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５２（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極７２の信号用主電極部７２ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極７１、７２は、第１及び第
２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【０１５６】
　信号用内部電極７４の信号用主電極部７４ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５７（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極７５の信号用主電極部７５ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極７４、７５は、第１及び第
２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【０１５７】
　信号用内部電極７５の信号用主電極部７５ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５８（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極７６の信号用主電極部７６ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極７５、７６は、第１及び第
２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【０１５８】
　図１５及び図１６から明らかなように、信号用内部電極と接地用内部電極との間に位置
するコンデンサ素体の一部である第１の誘電領域、すなわち誘電体層５３～５６の第１及
び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向での長さが、信号用内部電極同士の間に位置する
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コンデンサ素体の一部である第２の誘電領域、すなわち誘電体層５１、５２、５７、５８
の第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向での長さよりも長い。
【０１５９】
　図１７に示すように、第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での接地用主電極
部６０ａ、６１ａの幅をｄ１とし、第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での信
号用主電極部７０ａ～７６ａの幅をｄ２とすると、本実施形態ではｄ１とｄ２は略同じで
ある。
【０１６０】
　貫通型積層コンデンサＣ４では、信号用内部電極７０～７６の数（第１の数）が７層で
あり、接地用内部電極６０、６１の数（第２の数）が２層である。すなわち、第１の数の
方が第２の数より大きい。よって、貫通型積層コンデンサＣ４では、直流抵抗が大きくな
ることを抑制することが可能となる。
【０１６１】
　また、貫通型積層コンデンサＣ４では、数が多い信号用内部電極７０～７６は、その一
部である信号用内部電極７０、７１、７５、７６の信号用主電極部７０ａ、７１ａ、７５
ａ、７６ａが、コンデンサ素体Ｌ２の第２の誘電領域である誘電体層５１、５２、５７、
５８を間に挟んでと対向する領域を有している。そのため、貫通型積層コンデンサＣ４で
は、直流抵抗が大きくなることを抑制すべく信号用内部電極の数を大きくしても、静電容
量が大きくなってしまうことを抑制することが可能となる。
【０１６２】
　本実施形態に係る貫通型積層コンデンサＣ４では、静電容量が大きくなることを抑制し
つつ、直流抵抗が大きくなることを抑制することを可能にしている。
【０１６３】
　貫通型積層コンデンサＣ４では、誘電体層５３～５６の第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ
２ｂの対向方向での厚さ（長さ）が、誘電体層５１、５２、５７、５８の第１及び第２の
主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向での厚さ（長さ）よりも厚い（長い）。そのため、信号用
内部電極７２～７４と接地用内部電極６０、６１との間の距離が、信号用内部電極７０～
７２、７４～７６間の距離よりも長くなるため、接地用内部電極６０、６１がコンデンサ
素体Ｌ２の外側に配置されやすくなる。
【０１６４】
　コンデンサ素体Ｌ２は、一般に、焼結後、端子電極を外表面に形成する前にバレル研磨
を行う。バレル研磨では、コンデンサ素体Ｌ２の外側ほど研磨が進み、側面に引き出され
るように伸びた引き出し電極部もより一層外表面に露出しやすくなる。そのため、接地用
内部電極６０、６１がコンデンサ素体Ｌ２の外側に配置されることにより、接地用内部電
極６０、６１は第１及び第２の接地用端子電極３、４に容易に且つ確実に接続されやすく
なる。
【０１６５】
　貫通型積層コンデンサＣ４では、信号用内部電極７０～７６において、第３及び第４の
側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での信号用主電極部７０ａ～７６ａの幅ｄ２が、第３及び
第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での第１及び第２の信号用引き出し電極部７０ｂ～
７６ｂ、７０ｃ～７６ｃの幅ｄ４よりも広い。そのため、第１及び第２の信号用端子電極
１、２の幅を狭くすることができる。その結果、コンデンサ素体Ｌ２の外表面上において
、信号用端子電極１、２と接地用端子電極３、４との間で短絡が発生することが抑制され
る。
【０１６６】
　貫通型積層コンデンサＣ４では、第１及び第２の側面Ｌ２ｃ、Ｌ２ｄの対向方向での第
１及び第２の接地用引き出し電極部６０ｂ、６１ｂ、６０ｃ、６１ｃの幅ｄ３は、第３及
び第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での第１及び第２の信号用引き出し電極部７０ｂ
～７６ｂ、７０ｃ～７６ｃの幅ｄ４よりも広い。したがって、貫通型積層コンデンサＣ４
では、等価直列インダクタンス（ＥＳＬ）の値を低減することが可能となる。
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【０１６７】
　ここで、図１８に、本実施形態に係る貫通型積層コンデンサの変形例に含まれるコンデ
ンサ素体の分解斜視図を示す。図１８に示すように、第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆ
の対向方向での信号用主電極部７０ａ～７６ａの幅ｄ２は、第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、
Ｌ２ｆの対向方向での接地用主電極部６０ａ、６１ａの幅ｄ１より広くてもよい。
【０１６８】
　このように、信号用主電極部７０ａ～７６ａの幅を接地用主電極部６０ａ、６１ａに比
べて広くすることで、第４実施形態の変形例に係る貫通型積層コンデンサの直流抵抗が大
きくなることがさらに抑制される。
【０１６９】
　また、信号用主電極部７０ａ～７６ａの幅を広くすることで、貫通型積層コンデンサＣ
４の変形例では、信号用主電極部７２ａ～７４ａと接地用主電極部６０ａ、６１ａとの間
で形成される静電容量が信号用主電極部７２ａ～７４ａではなく接地用主電極部６０ａ、
６１ａの大きさによって規定されることとなる。そのため、信号用内部電極７２～７４及
び接地用内部電極６０、６１が所望の位置からずれて配置された場合であっても、それら
の間で形成される静電容量は接地用主電極部６０ａ、６１ａの大きさで結局決まるため、
所望の値からずれることが抑制される。すなわち、信号用内部電極７２～７４及び接地用
内部電極６０、６１の間で積層ずれが起きた場合であっても、これらの間で形成される静
電容量に与える影響を抑制することが可能となる。その結果、第４実施形態の変形例に係
る貫通型積層コンデンサの静電容量のばらつきが抑制される。
（第５実施形態）
【０１７０】
　図１９～図２１に基づいて、第５実施形態に係る貫通型積層コンデンサの構成について
説明する。図１９は、図１４に示した第４実施形態に係る貫通型積層コンデンサのXV－XV
矢印断面図に相当する、第５実施形態に係る貫通型積層コンデンサの断面図である。図２
０は、図１４に示した第４実施形態に係る貫通型積層コンデンサのXVI－XVI矢印断面図に
相当する、第５実施形態に係る貫通型積層コンデンサの断面図である。図２１は、第５実
施形態に係る貫通型積層コンデンサに含まれるコンデンサ素体の分解斜視図である。
【０１７１】
　第５実施形態に係る貫通型積層コンデンサＣ５は、コンデンサ素体Ｌ２内での接地用内
部電極６０、６１の配置の点で第４実施形態に係る貫通型積層コンデンサＣ４と相違する
。
【０１７２】
　第５実施形態に係る貫通型積層コンデンサＣ５は、コンデンサ素体Ｌ２と、コンデンサ
素体Ｌ２の外表面に配置された第１及び第２の信号用端子電極１、２並びに第１及び第２
の接地用端子電極３、４とを備えている。第１及び第２の信号用端子電極１、２並びに第
１及び第２の接地用端子電極３、４は、図１４に示した第４実施形態に係る貫通型積層コ
ンデンサＣ４と同じ配置でコンデンサ素体Ｌ２の外表面上に配置される。
【０１７３】
　貫通型積層コンデンサＣ５では、第１の主面Ｌ２ａ又は第２の主面Ｌ２ｂを、他の部品
（例えば、回路基板や電子部品等）に対する実装面として回路基板等に実装することが好
ましい。
【０１７４】
　コンデンサ素体Ｌ２は、図１９～図２１に示されるように、第１及び第２の主面Ｌ２ａ
、Ｌ２ｂの対向方向に積層された複数（本実施形態では、１０層）の誘電体層５０～５９
を有する。
【０１７５】
　誘電体層５１、５２、５７、５８は、図１９～図２１に示されているように、誘電体層
５０、５３～５６、５９に比べて第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向での厚さ
が厚い。各誘電体層５０～５９は、１枚のセラミックグリーンシートの焼結体から構成さ
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れていても、あるいは複数枚のセラミックグリーンシートの焼結体から構成されていても
よい。
【０１７６】
　貫通型積層コンデンサＣ５のコンデンサ素体Ｌ２には、第１の数（本実施形態では７層
）の信号用内部電極７０～７６及び第２の数（本実施形態では２層）の接地用内部電極６
０、６１が配置されている。信号用内部電極７０～７６の数である第１の数は、接地用内
部電極６０、６１の数である第２の数より大きい。
【０１７７】
　本実施形態では、信号用内部電極７０～７６及び接地用内部電極６０，６１は、第１及
び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向に沿って、略中央に位置する信号用内部電極７３
から第１の主面Ｌ２ａに向かって、２層の信号用内部電極７２、７１、接地用内部電極６
０、信号用内部電極７０がこの順で配置されており、また信号用内部電極７３から第２の
主面Ｌ２ｂに向かって、２層の信号用内部電極７４、７５、接地用内部電極６１、信号用
内部電極７６がこの順で配置されている。
【０１７８】
　貫通型積層コンデンサＣ５では、接地用内部電極６０は、第１及び第２の主面Ｌ２ａ、
Ｌ２ｂの対向方向で見て、コンデンサ素体Ｌ２の第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂが対
向する距離ｈ１の第１の主面Ｌ２ａから４分の１の距離までの領域内に配置されている。
すなわち、第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向で見て、第１の主面Ｌ２ａと接
地用内部電極６０との間の距離ｈ２は、コンデンサ素体Ｌ２の第１及び第２の主面Ｌ２ａ
、Ｌ２ｂが対向する距離ｈ１の４分の１より小さい。
【０１７９】
　貫通型積層コンデンサＣ５では、接地用内部電極６１は、第１及び第２の主面Ｌ２ａ、
Ｌ２ｂの対向方向で見て、コンデンサ素体Ｌ２の第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂが対
向する距離ｈ１の第２の主面Ｌ２ｂから４分の１の距離までの領域内に配置されている。
すなわち、第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向で見て、第２の主面Ｌ２ｂと接
地用内部電極６１との間の距離ｈ３は、コンデンサ素体Ｌ２の第１及び第２の主面Ｌ２ａ
、Ｌ２ｂが対向する距離ｈ１の４分の１より小さい。
【０１８０】
　このように、貫通型積層コンデンサＣ５では、接地用内部電極６０、６１がコンデンサ
素体Ｌ２の外表面に近い位置に配置されている。
【０１８１】
　信号用内部電極７０の信号用主電極部７０ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５１（第１の誘電領域）を間に挟んで、接地用内部電極６０の接地用主電極部６０ａ
と誘電体層５０～５９の積層方向（第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向）に互
いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極７０と、接地用内部電極６０
とは、第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有して
いる。したがって、誘電体層５１のうち、信号用内部電極７０の信号用主電極部７０ａと
接地用内部電極６０の接地用主電極部６０ａとに重なる部分は、静電容量成分を実質的に
生じさせる領域である。
【０１８２】
　信号用内部電極７１の信号用主電極部７１ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５２（第１の誘電領域）を間に挟んで、接地用内部電極６０の接地用主電極部６０ａ
と誘電体層５０～５９の積層方向に互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用
内部電極７１と、接地用内部電極６０とは、第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方
向から見て互いに重なる領域を有している。したがって、誘電体層５２のうち、信号用内
部電極７１の信号用主電極部７１ａと接地用内部電極６０の接地用主電極部６０ａとに重
なる部分は、静電容量成分を実質的に生じさせる領域である。
【０１８３】
　信号用内部電極７５の信号用主電極部７５ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
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体層５７（第１の誘電領域）を間に挟んで、接地用内部電極６１の接地用主電極部６１ａ
と誘電体層５０～５９の積層方向に互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用
内部電極７５と、接地用内部電極６１とは、第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方
向から見て互いに重なる領域を有している。したがって、誘電体層５７のうち、信号用内
部電極７５の信号用主電極部７５ａと接地用内部電極６１の接地用主電極部６１ａとに重
なる部分は、静電容量成分を実質的に生じさせる領域である。
【０１８４】
　信号用内部電極７６の信号用主電極部７６ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５８（第１の誘電領域）を間に挟んで、接地用内部電極６１の接地用主電極部６１ａ
と誘電体層５０～５９の積層方向に互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用
内部電極７６と、接地用内部電極６１とは、第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方
向から見て互いに重なる領域を有している。したがって、誘電体層５８のうち、信号用内
部電極７６の信号用主電極部７６ａと接地用内部電極６１の接地用主電極部６１ａとに重
なる部分は、静電容量成分を実質的に生じさせる領域である。
【０１８５】
　信号用内部電極７１の信号用主電極部７１ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５３（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極７２の信号用主電極部７２ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極７１、７２は、第１及び第
２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
信号用内部電極７２の信号用主電極部７２ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電体
層５４（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極７３の信号用主電極部７３ａと互
いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極７２、７３は、第１及び第２
の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【０１８６】
　信号用内部電極７３の信号用主電極部７３ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５５（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極７４の信号用主電極部７５ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極７３、７４は、第１及び第
２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【０１８７】
　信号用内部電極７４の信号用主電極部７４ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５６（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極７５の信号用主電極部７５ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極７４、７５は、第１及び第
２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【０１８８】
　図１９及び図２０から明らかなように、信号用内部電極と接地用内部電極との間に位置
するコンデンサ素体の一部である第１の誘電領域、すなわち誘電体層５１、５２、５７、
５８の第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向での長さが、信号用内部電極同士の
間に位置するコンデンサ素体の一部である第２の誘電領域、すなわち誘電体層５３～５６
の第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向での長さよりも長い。
【０１８９】
　図２１に示すように、第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での接地用主電極
部６０ａ、６１ａの幅をｄ１とし、第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での信
号用主電極部７０ａ～７６ａの幅をｄ２とすると、本実施形態ではｄ１とｄ２は略同じで
ある。
【０１９０】
　図２１に示されるように、第１及び第２の側面Ｌ２ｃ、Ｌ２ｄの対向方向での第１及び
第２の接地用引き出し電極部６０ｂ、６１ｂ、６０ｃ、６１ｃの幅ｄ３は、第３及び第４
の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での第１及び第２の信号用引き出し電極部７０ｂ～７６
ｂ、７０ｃ～７６ｃの幅ｄ４よりも広い。
【０１９１】
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　本実施形態に係る貫通型積層コンデンサＣ５では、第１の信号用引き出し電極部７０ｂ
～７６ｂの幅並びに第２の信号用引き出し電極部７０ｃ～７６ｃの幅は何れもｄ４であっ
て、同じであるが、異なっていてもよい。
【０１９２】
　図２１に示されるように、信号用内部電極７０～７６において、第３及び第４の側面Ｌ
２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での信号用主電極部７０ａ～７６ａの幅ｄ２は、第３及び第４の
側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での第１の信号用引き出し電極部７０ｂ～７６ｂの幅ｄ４

並びに第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での第２の信号用引き出し電極部７
０ｃ～７６ｃの幅ｄ４の何れよりも広い。
【０１９３】
　貫通型積層コンデンサＣ５では、信号用内部電極７０～７６の数（第１の数）が７層で
あり、接地用内部電極６０、６１の数（第２の数）が２層である。すなわち、第１の数の
方が第２の数より大きい。よって、貫通型積層コンデンサＣ５では、直流抵抗が大きくな
ることを抑制することが可能となる。
【０１９４】
　また、貫通型積層コンデンサＣ５では、数が多い信号用内部電極７０～７６の一部であ
る信号用内部電極７１～７５の信号用主電極部７１ａ～７５ａが、誘電体層５３～５６を
間に挟んでと対向する領域を有している。そのため、貫通型積層コンデンサＣ５では、直
流抵抗が大きくなることを抑制すべく信号用内部電極の数を大きくしても、静電容量が大
きくなってしまうことを抑制することが可能となる。したがって、貫通型積層コンデンサ
Ｃ５では、静電容量が大きくなることを抑制しつつ、直流抵抗が大きくなることを抑制す
ることが可能である。
【０１９５】
　貫通型積層コンデンサＣ５では、接地用内部電極６０、６１がコンデンサ素体Ｌ２の外
表面に近い位置に配置されている。そのため、例えば焼結後にバレル研磨を施して製造し
たコンデンサ素体Ｌ２では、接地用内部電極６０、６１がコンデンサ素体Ｌ２の外表面に
引き出されやすくなる。そのため、接地用内部電極６０、６１は、容易に且つ確実に第１
及び第２の接地用端子電極３、４に接続されてやすくなる。
【０１９６】
　貫通型積層コンデンサＣ５では、接地用内部電極６０、６１の数が信号用内部電極７０
～７６に比べて少ない。そのため、特に接地用内部電極６０、６１が容易に且つ確実に接
地用端子電極３，４に接続されていることが好ましい。
【０１９７】
　貫通型積層コンデンサＣ５では、誘電体層５１、５２、５７、５８の第１及び第２の主
面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向での厚さ（長さ）が、誘電体層５３～５６の第１及び第２の
主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向での厚さ（長さ）よりも厚い（長い）。そのため、信号用
内部電極７０、７１、７５、７６と接地用内部電極６０、６１との間の距離が、信号用内
部電極７１～７５間の距離よりも長くなるため、接地用内部電極６０、６１がコンデンサ
素体Ｌ２の外側に配置されやすくなる。その結果、接地用内部電極６０、６１は、容易に
且つ確実に第１及び第２の接地用端子電極３、４に接続されてやすくなる。
【０１９８】
　貫通型積層コンデンサＣ５では、信号用内部電極７０～７６において、第３及び第４の
側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での信号用主電極部７０ａ～７６ａの幅ｄ２が、第３及び
第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での第１及び第２の信号用引き出し電極部７０ｂ～
７６ｂ、７０ｃ～７６ｃの幅ｄ４よりも広い。そのため、第１及び第２の信号用端子電極
１、２の幅を狭くすることができる。その結果、コンデンサ素体Ｌ２の外表面上において
、信号用端子電極１、２と接地用端子電極３、４との間で短絡が発生することが抑制され
る。
【０１９９】
　貫通型積層コンデンサＣ５では、第１及び第２の側面Ｌ２ｃ、Ｌ２ｄの対向方向での第
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１及び第２の接地用引き出し電極部６０ｂ、６１ｂ、６０ｃ、６１ｃの幅ｄ３は、第３及
び第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での第１及び第２の信号用引き出し電極部７０ｂ
～７６ｂ、７０ｃ～７６ｃの幅ｄ４よりも広い。したがって、貫通型積層コンデンサＣ５
では、等価直列インダクタンス（ＥＳＬ）の値を低減することが可能となる。
【０２００】
　ここで、図２２に、本実施形態に係る貫通型積層コンデンサの変形例に含まれるコンデ
ンサ素体の分解斜視図を示す。図２２に示すように、第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆ
の対向方向での信号用主電極部７０ａ～７６ａの幅ｄ２は、第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、
Ｌ２ｆの対向方向での接地用主電極部６０、６１の幅ｄ１より広くてもよい。
【０２０１】
　このように、信号用主電極部７０ａ～７６ａの幅を接地用主電極部６０ａ、６１ａに比
べて広くすることで、第５実施形態の変形例に係る貫通型積層コンデンサの直流抵抗が大
きくなることがさらに抑制される。
【０２０２】
　また、信号用主電極部７０ａ～７６ａの幅を広くすることで、信号用内部電極７０、７
１、７５、７６及び接地用内部電極６０、６１の間で積層ずれが起きた場合であっても、
これらの間で形成される静電容量に与える影響を抑制することが可能となる。
（第６実施形態）
【０２０３】
　図２３～図２５に基づいて、第６実施形態に係る貫通型積層コンデンサの構成について
説明する。図２３は、図１に示した第４実施形態に係る貫通型積層コンデンサのXV－XV矢
印断面図に相当する、第６実施形態に係る貫通型積層コンデンサの断面図である。図２４
は、図１に示した第４実施形態に係る貫通型積層コンデンサのXVI－XVI矢印断面図に相当
する、第６実施形態に係る貫通型積層コンデンサの断面図である。図２５は、第６実施形
態に係る貫通型積層コンデンサに含まれるコンデンサ素体の分解斜視図である。
【０２０４】
　第６実施形態に係る貫通型積層コンデンサＣ６は、コンデンサ素体Ｌ２内での接地用内
部電極６０、６１の配置の点で第４実施形態に係る貫通型積層コンデンサＣ４と相違する
。
【０２０５】
　第６実施形態に係る貫通型積層コンデンサＣ６は、コンデンサ素体Ｌ２と、コンデンサ
素体Ｌ２の外表面に配置された第１及び第２の信号用端子電極１、２並びに第１及び第２
の接地用端子電極３、４とを備えている。第１及び第２の信号用端子電極１、２並びに第
１及び第２の接地用端子電極３、４は、図１に示した第４実施形態に係る貫通型積層コン
デンサＣ４と同じ配置でコンデンサ素体Ｌ２の外表面上に配置される。
【０２０６】
　貫通型積層コンデンサＣ６では、第１の主面Ｌ２ａ又は第２の主面Ｌ２ｂを、他の部品
（例えば、回路基板や電子部品等）に対する実装面として回路基板等に実装することが好
ましい。
【０２０７】
　コンデンサ素体Ｌ２は、図２３～図２５に示されるように、第１及び第２の主面Ｌ２ａ
、Ｌ２ｂの対向方向に積層された複数（本実施形態では、１０層）の誘電体層５０～５９
を有する。
【０２０８】
　誘電体層５０、５１、５８、５９は、図２３～図２５に示されているように、誘電体層
５２～５７に比べて第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向での厚さが厚い。各誘
電体層５０～５９は、１枚のセラミックグリーンシートの焼結体から構成されていても、
あるいは複数枚のセラミックグリーンシートの焼結体から構成されていてもよい。
【０２０９】
　貫通型積層コンデンサＣ６のコンデンサ素体Ｌ２には、第１の数（本実施形態では７層
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）の信号用内部電極７０～７６及び第２の数（本実施形態では２層）の接地用内部電極６
０、６１が配置されている。信号用内部電極７０～７６の数である第１の数は、接地用内
部電極６０、６１の数である第２の数より大きい。
【０２１０】
　本実施形態では、信号用内部電極７０～７６及び接地用内部電極６０，６１は、第１及
び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向に沿って、略中央に位置する信号用内部電極７３
から第１の主面Ｌ２ａに向かって、３層の信号用内部電極７２、７１、７０、接地用内部
電極６０がこの順で配置されており、また信号用内部電極７３から第２の主面Ｌ２ｂに向
かって、３層の信号用内部電極７４、７５、７６、接地用内部電極６１がこの順で配置さ
れている。
【０２１１】
　貫通型積層コンデンサＣ６では、接地用内部電極６０は、第１及び第２の主面Ｌ２ａ、
Ｌ２ｂの対向方向で見て、第１の数の信号用内部電極７０～７６の何れよりも第１の主面
Ｌ２ａ側に配置されている。接地用内部電極６１は、第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂ
の対向方向で見て、第１の数の信号用内部電極７０～７６の何れよりも第２の主面Ｌ２ｂ
側に配置されている。このように、貫通型積層コンデンサＣ６では、接地用内部電極６０
、６１がコンデンサ素体Ｌ２の外表面に近い位置に配置されている。
【０２１２】
　信号用内部電極７０の信号用主電極部７０ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５１（第１の誘電領域）を間に挟んで、接地用内部電極６０の接地用主電極部６０ａ
と誘電体層５０～５９の積層方向（第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向）に互
いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極７０と、接地用内部電極６０
とは、第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有して
いる。したがって、誘電体層５１のうち、信号用内部電極７０の信号用主電極部７０ａと
接地用内部電極６０の接地用主電極部６０ａとに重なる部分は、静電容量成分を実質的に
生じさせる領域である。
【０２１３】
　信号用内部電極７６の信号用主電極部７６ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５８（第１の誘電領域）を間に挟んで、接地用内部電極６１の接地用主電極部６１ａ
と誘電体層５０～５９の積層方向に互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用
内部電極７６と、接地用内部電極６１とは、第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方
向から見て互いに重なる領域を有している。したがって、誘電体層５８のうち、信号用内
部電極７６の信号用主電極部７６ａと接地用内部電極６１の接地用主電極部６１ａとに重
なる部分は、静電容量成分を実質的に生じさせる領域である。
【０２１４】
　信号用内部電極７０の信号用主電極部７０ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５２（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極７１の信号用主電極部７１ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極７０、７１は、第１及び第
２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【０２１５】
　信号用内部電極７１の信号用主電極部７１ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５３（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極７２の信号用主電極部７２ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極７１、７２は、第１及び第
２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【０２１６】
　信号用内部電極７２の信号用主電極部７２ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５４（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極７３の信号用主電極部７３ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極７２、７３は、第１及び第
２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【０２１７】
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　信号用内部電極７３の信号用主電極部７３ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５５（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極７４の信号用主電極部７４ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極７３、７４は、第１及び第
２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【０２１８】
　信号用内部電極７４の信号用主電極部７４ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５６（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極７５の信号用主電極部７５ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極７４、７５は、第１及び第
２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【０２１９】
　信号用内部電極７５の信号用主電極部７５ａは、コンデンサ素体Ｌ２の一部である誘電
体層５７（第２の誘電領域）を間に挟んで信号用内部電極７６の信号用主電極部７６ａと
互いに対向する領域を含んでいる。すなわち、信号用内部電極７５、７６は、第１及び第
２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向から見て互いに重なる領域を有している。
【０２２０】
　図２３及び図２４から明らかなように、信号用内部電極と接地用内部電極との間に位置
するコンデンサ素体の一部である第１の誘電領域、すなわち誘電体層５１、５８の第１及
び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向での長さが、信号用内部電極同士の間に位置する
コンデンサ素体の一部である第２の誘電領域、すなわち誘電体層５２～５７の第１及び第
２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂの対向方向での長さよりも長い。
【０２２１】
　図２５に示すように、第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での接地用主電極
部６０ａ、６１ａの幅をｄ１とし、第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での信
号用主電極部７０ａ～７６ａの幅をｄ２とすると、本実施形態ではｄ１とｄ２は略同じで
ある。
【０２２２】
　図２５に示されるように、第１及び第２の側面Ｌ２ｃ、Ｌ２ｄの対向方向での第１及び
第２の接地用引き出し電極部６０ｂ、６１ｂ、６０ｃ、６１ｃの幅ｄ３は、第３及び第４
の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での第１及び第２の信号用引き出し電極部７０ｂ～７６
ｂ、７０ｃ～７６ｃの幅ｄ４よりも広い。
【０２２３】
　本実施形態に係る貫通型積層コンデンサＣ６では、第１の信号用引き出し電極部７０ｂ
～７６ｂの幅並びに第２の信号用引き出し電極部７０ｃ～７６ｃの幅は何れもｄ４であっ
て、同じであるが、異なっていてもよい。
【０２２４】
　図２５に示されるように、信号用内部電極７０～７６において、第３及び第４の側面Ｌ
２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での信号用主電極部７０ａ～７６ａの幅ｄ２は、第３及び第４の
側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での第１の信号用引き出し電極部７０ｂ～７６ｂの幅ｄ４

並びに第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での第２の信号用引き出し電極部７
０ｃ～７６ｃの幅ｄ４の何れよりも広い。
【０２２５】
　貫通型積層コンデンサＣ６では、信号用内部電極７０～７６の数（第１の数）が７層で
あり、接地用内部電極６０、６１の数（第２の数）が２層である。すなわち、第１の数の
方が第２の数より大きい。よって、貫通型積層コンデンサＣ６では、直流抵抗が大きくな
ることを抑制することが可能となる。
【０２２６】
　また、貫通型積層コンデンサＣ６では、数が多い信号用内部電極７０～７６の信号用主
電極部７０ａ～７６ａが、誘電体層５２～５７を間に挟んでと対向する領域を有している
。そのため、貫通型積層コンデンサＣ６では、直流抵抗が大きくなることを抑制すべく信
号用内部電極の数を大きくしても、静電容量が大きくなってしまうことを抑制することが
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可能となる。したがって、貫通型積層コンデンサＣ６では、静電容量が大きくなることを
抑制しつつ、直流抵抗が大きくなることを抑制することが可能である。
【０２２７】
　貫通型積層コンデンサＣ６では、接地用内部電極６０、６１がコンデンサ素体Ｌ２の外
表面に近い位置に配置されている。そのため、例えば焼結後にバレル研磨を施して製造し
たコンデンサ素体Ｌ２では、接地用内部電極６０、６１がコンデンサ素体Ｌ２の外表面に
引き出されやすくなる。そのため、接地用内部電極６０、６１は、容易に且つ確実に第１
及び第２の接地用端子電極３、４に接続されてやすくなる。
【０２２８】
　貫通型積層コンデンサＣ６では、接地用内部電極６０、６１の数が信号用内部電極７０
～７６に比べて少ない。そのため、特に接地用内部電極６０、６１が容易に且つ確実に接
地用端子電極３，４に接続されていることが好ましい。
【０２２９】
　貫通型積層コンデンサＣ６では、誘電体層５１、５８の第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ
２ｂの対向方向での厚さ（長さ）が、誘電体層５２～５７の第１及び第２の主面Ｌ２ａ、
Ｌ２ｂの対向方向での厚さ（長さ）よりも厚い（長い）。そのため、信号用内部電極７０
、７６と接地用内部電極６０、６１との間の距離が、信号用内部電極７０～７６間の距離
よりも長くなるため、接地用内部電極６０、６１がコンデンサ素体Ｌ２の外側に配置され
やすくなる。その結果、接地用内部電極６０、６１は、容易に且つ確実に第１及び第２の
接地用端子電極３、４に接続されてやすくなる。
【０２３０】
　貫通型積層コンデンサＣ６では、信号用内部電極７０～７６において、第３及び第４の
側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での信号用主電極部７０ａ～７６ａの幅ｄ２が、第３及び
第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での第１及び第２の信号用引き出し電極部７０ｂ～
７６ｂ、７０ｃ～７６ｃの幅ｄ４よりも広い。そのため、第１及び第２の信号用端子電極
１、２の幅を狭くすることができる。その結果、コンデンサ素体Ｌ２の外表面上において
、信号用端子電極１、２と接地用端子電極３、４との間で短絡が発生することが抑制され
る。
【０２３１】
　貫通型積層コンデンサＣ６では、第１及び第２の側面Ｌ２ｃ、Ｌ２ｄの対向方向での第
１及び第２の接地用引き出し電極部６０ｂ、６１ｂ、６０ｃ、６１ｃの幅ｄ３は、第３及
び第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆの対向方向での第１及び第２の信号用引き出し電極部７０ｂ
～７６ｂ、７０ｃ～７６ｃの幅ｄ４よりも広い。したがって、貫通型積層コンデンサＣ６
では、等価直列インダクタンス（ＥＳＬ）の値を低減することが可能となる。
【０２３２】
　ここで、図２６に、本実施形態に係る貫通型積層コンデンサの変形例に含まれるコンデ
ンサ素体の分解斜視図を示す。図２６に示すように、第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、Ｌ２ｆ
の対向方向での信号用主電極部７０ａ～７６ａの幅ｄ２は、第３及び第４の側面Ｌ２ｅ、
Ｌ２ｆの対向方向での接地用主電極部６０、６１の幅ｄ１より広くてもよい。
【０２３３】
　このように、信号用主電極部７０ａ～７６ａの幅を接地用主電極部６０ａ、６１ａに比
べて広くすることで、第６実施形態の変形例に係る貫通型積層コンデンサの直流抵抗が大
きくなることがさらに抑制される。
【０２３４】
　また、信号用主電極部７０ａ～７６ａの幅を広くすることで、信号用内部電極７０、７
６及び接地用内部電極６０、６１の間で積層ずれが起きた場合であっても、これらの間で
形成される静電容量に与える影響を抑制することが可能となる。
【０２３５】
　以上、本発明の好適な実施形態及び変形例について説明してきたが、本発明は必ずしも
上述した実施形態及び変形例に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で様
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々な変更が可能である。
【０２３６】
　例えば、第１及び第２の信号用端子電極１、２、並びに第１及び第２の接地用端子電極
３，４は、コンデンサ素体Ｌ１、Ｌ２の外表面に配置されていればよく、上述した実施形
態及び変形例にて示された配置でなくてもよい。
【０２３７】
　また、第１及び第２の信号用端子電極１、２、並びに第１及び第２の接地用端子電極３
，４は、図１及び図１４に示したような形状で、コンデンサ素体Ｌ１、Ｌ２の外表面上に
形成されていなくてもよい。図２７に、図１に示した貫通型積層コンデンサＣ１の変形例
の斜視図を示す。図２７に示した貫通型積層コンデンサでは、第１及び第２の信号用端子
電極１、２のうち、第１及び第２の主面Ｌ１ａ、Ｌ１ｂに形成された部分の縁が曲線を描
いている。また、第１及び第２の接地用端子電極３、４のうち、第１及び第２の主面Ｌ１
ａ、Ｌ１ｂに形成された部分の縁が曲線を描いている。
【０２３８】
　図２８に、図１４に示した貫通型積層コンデンサＣ４の変形例の斜視図を示す。図２８
に示した貫通型積層コンデンサでは、第１及び第２の信号用端子電極１、２のうち、第１
及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂに形成された部分の縁が曲線を描いている。また、第１及
び第２の接地用端子電極３、４のうち、第１及び第２の主面Ｌ２ａ、Ｌ２ｂに形成された
部分の縁が曲線を描いている。図２７、図２８のように端子電極を形成することにより、
端子電極同士が接続されてしまい、端子電極間で短絡が発生してしまうことが抑制される
。
【０２３９】
　また、コンデンサ素体Ｌ１、Ｌ２に含まれる誘電体層１０～１９、５０～５９の積層数
及び各内部電極２０、２１、３０～３６、６０、６１、７０～７６の積層数は、信号用内
部電極の数が接地用内部電極の数より大きい限り、上述した実施形態及び変形例にて示さ
れた数に限られない。各内部電極２０、２１、３０～３６、６０、６１、７０～７６の形
状は、上述した実施形態及び変形例に示された形状に限られない。各内部電極２０、２１
、３０～３６、６０、６１、７０～７６のコンデンサ素体Ｌ１、Ｌ２における位置は、上
述した実施形態及び変形例に示された位置に限られない。
【０２４０】
　第１の誘電領域の第１及び第２の主面Ｌ１ａ（Ｌ２ａ）、Ｌ１ｂ（Ｌ２ｂ）の対向方向
での長さが、第２の誘電領域の第１及び第２の主面Ｌ１ａ（Ｌ２ａ）、Ｌ１ｂ（Ｌ２ｂ）
の対向方向での長さよりも長くなく、例えば等しくてもよい。
【０２４１】
　各信号用内部電極３０～３６、７０～７６において、第３及び第４の側面Ｌ１ｅ（Ｌ２
ｅ）、Ｌ１ｆ（Ｌ２ｆ）の対向方向での第１の信号用引き出し電極部３０ｂ～３６ｂ、７
０ｂ～７６ｂの幅と第３及び第４の側面Ｌ１ｅ（Ｌ２ｅ）、Ｌ１ｆ（Ｌ２ｆ）の対向方向
での第２の信号用引き出し電極部３０ｃ～３６ｃ、７０ｃ～７６ｃの幅とが同じでなくて
もよい。
【０２４２】
　各信号用内部電極３０～３６、７０～７６において、第３及び第４の側面Ｌ１ｅ（Ｌ２
ｅ）、Ｌ１ｆ（Ｌ２ｆ）の対向方向での第１の信号用引き出し電極部３０ｂ～３６ｂ、７
０ｂ～７６ｂの幅と第３及び第４の側面Ｌ１ｅ（Ｌ２ｅ）、Ｌ１ｆ（Ｌ２ｆ）の対向方向
での第２の信号用引き出し電極部３０ｃ～３６ｃ、７０ｃ～７６ｃの幅とが同じでなくて
もよい。したがって、例えば、第３及び第４の側面Ｌ１ｅ（Ｌ２ｅ）、Ｌ１ｆ（Ｌ２ｆ）
の対向方向において、第１の信号用引き出し電極部３０ｂ～３６ｂ、７０ｂ～７６ｂの幅
が信号用主電極部３０ａ～３６ａ、７０ａ～７６ａの幅と同じであって、第２の信号用引
き出し電極部３０ｃ～３６ｃ、７０ｃ～７６ｃの幅が信号用主電極部３０ａ～３６ａ、７
０ａ～７６ａの幅より狭くてもよい。
【０２４３】
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　各信号用内部電極３０～３６、７０～７６において、第３及び第４の側面Ｌ１ｅ（Ｌ２
ｅ）、Ｌ１ｆ（Ｌ２ｆ）の対向方向での信号用主電極部３０ａ～３６ａ、７０ａ～７６ａ
の幅は、第３及び第４の側面Ｌ１ｅ（Ｌ２ｅ）、Ｌ１ｆ（Ｌ２ｆ）の対向方向での第１の
信号用引き出し電極部３０ｂ～３６ｂ、７０ｂ～７６ｂの幅並びに第３及び第４の側面Ｌ
１ｅ（Ｌ２ｅ）、Ｌ１ｆ（Ｌ２ｆ）の対向方向での第２の信号用引き出し電極部３０ｃ～
３６ｃ、７０ｃ～７６ｃの幅の何れか一方又は双方より狭くてもよい。
【０２４４】
　第３及び第４の側面Ｌ１ｅ（Ｌ２ｅ）、Ｌ１ｆ（Ｌ２ｆ）の対向方向での信号用主電極
部３０ａ～３６ａ、７０ａ～７６ａの幅は、第３及び第４の側面Ｌ１ｅ（Ｌ２ｅ）、Ｌ１
ｆ（Ｌ２ｆ）の対向方向での接地用主電極部２０ａ、２１ａ、６０ａ、６１ａの幅より狭
くてもよい。
【０２４５】
　第１及び第２の側面Ｌ１ｃ（Ｌ２ｃ）、Ｌ１ｄ（Ｌ２ｄ）の対向方向での接地用引き出
し電極部２０ｂ、２１ｂ、２０ｃ、２１ｃ、６０ｂ、６１ｂ、６０ｃ、６１ｃの幅は、第
３及び第４の側面Ｌ１ｅ（Ｌ２ｅ）、Ｌ１ｆ（Ｌ２ｆ）の対向方向での第１の信号用引き
出し電極部３０ｂ～３６ｂ、７０ｂ～７６ｂの幅並びに第３及び第４の側面Ｌ１ｅ（Ｌ２
ｅ）、Ｌ１ｆ（Ｌ２ｆ）の対向方向での第２の信号用引き出し電極部３０ｃ～３６ｃ、７
０ｃ～７６ｃの幅の何れか一方又は双方よりも狭い又は同じであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【０２４６】
【図１】第１実施形態に係る貫通型積層コンデンサの斜視図である。
【図２】図１に示した貫通型積層コンデンサのII－II矢印断面図である。
【図３】図１に示した貫通型積層コンデンサのIII－III矢印断面図である。
【図４】第１実施形態に係る貫通型積層コンデンサに含まれるコンデンサ素体の分解斜視
図である。
【図５】第１実施形態に係る貫通型積層コンデンサの変形例に含まれるコンデンサ素体の
分解斜視図を示す。
【図６】第２実施形態に係る貫通型積層コンデンサのII－II矢印断面図に対応する図であ
る。
【図７】第２実施形態に係る貫通型積層コンデンサのIII－III矢印断面図に対応する図で
ある。
【図８】第２実施形態に係る貫通型積層コンデンサに含まれるコンデンサ素体の分解斜視
図である。
【図９】第２実施形態に係る貫通型積層コンデンサの変形例に含まれるコンデンサ素体の
分解斜視図を示す。
【図１０】第３実施形態に係る貫通型積層コンデンサのII－II矢印断面図に対応する図で
ある。
【図１１】第３実施形態に係る貫通型積層コンデンサのIII－III矢印断面図に対応する図
である。
【図１２】第３実施形態に係る貫通型積層コンデンサに含まれるコンデンサ素体の分解斜
視図である。
【図１３】第３実施形態に係る貫通型積層コンデンサの変形例に含まれるコンデンサ素体
の分解斜視図を示す。
【図１４】第４実施形態に係る貫通型積層コンデンサの斜視図である。
【図１５】図１４に示した貫通型積層コンデンサのXV－XV矢印断面図に対応する図である
。
【図１６】図１４に示した貫通型積層コンデンサのXVI－XVI矢印断面図に対応する図であ
る。
【図１７】第４実施形態に係る貫通型積層コンデンサに含まれるコンデンサ素体の分解斜
視図である。
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【図１８】第４実施形態に係る貫通型積層コンデンサの変形例に含まれるコンデンサ素体
の分解斜視図を示す。
【図１９】第５実施形態に係る貫通型積層コンデンサのXV－XV矢印断面図に対応する図で
ある。
【図２０】第５実施形態に係る貫通型積層コンデンサのXVI－XVI矢印断面図に対応する図
である。
【図２１】第５実施形態に係る貫通型積層コンデンサに含まれるコンデンサ素体の分解斜
視図である。
【図２２】第５実施形態に係る貫通型積層コンデンサの変形例に含まれるコンデンサ素体
の分解斜視図を示す。
【図２３】第６実施形態に係る貫通型積層コンデンサのXV－XV矢印断面図に対応する図で
ある。
【図２４】第６実施形態に係る貫通型積層コンデンサのXVI－XVI矢印断面図に対応する図
である。
【図２５】第６実施形態に係る貫通型積層コンデンサに含まれるコンデンサ素体の分解斜
視図である。
【図２６】第６実施形態に係る貫通型積層コンデンサの変形例に含まれるコンデンサ素体
の分解斜視図を示す。
【図２７】図１に示した貫通型積層コンデンサの変形例の斜視図を示す。
【図２８】図１４に示した貫通型積層コンデンサの変形例の斜視図を示す。
【符号の説明】
【０２４７】
Ｃ１～Ｃ６…貫通型積層コンデンサ、Ｌ１、Ｌ２…コンデンサ素体、１…第１の信号用端
子電極、２…第２の信号用端子電極、３…第１の接地用端子電極、４…第２の接地用端子
電極、１０～１９、５０～５９…誘電体層、２０、２１、６０、６１…接地用内部電極、
２０ａ、２１ａ、６０ａ、６１ａ…接地用主電極部、２０ｂ、２１ｂ、６０ｂ、６１ｂ…
第１の接地用引き出し電極部、２０ｃ、２１ｃ、６０ｃ、６１ｃ…第２の接地用引き出し
電極部、３０～３６、７０～７６…信号用内部電極、３０ａ～３６ａ…信号用主電極部、
３０ｂ～３６ｂ…第１の信号用引き出し電極部、３０ｃ～３６ｃ…第２の信号用引き出し
電極部。
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